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R04改訂

定期点検報告書

　建築基準法第12条第2項の規定により、定期点検の結果を報告します。

この報告書に記載の事項は事実に相違ありません。

静岡市長 宛

静岡市葵区追手町2-12

静岡設計監理協同組合

代表理事　  高橋 辰弥 印

【１．所有者】

【イ．氏名のフリガナ】 ｼｽﾞｵｶｼﾁｮｳ　　　ﾀﾅﾍﾞ ﾉﾌﾞﾋﾛ

【ロ．氏名】 静岡市長 田辺 信宏

【ハ．郵便番号】 420-8602

【ニ．住所】 静岡市葵区追手町5番１号

【ホ．電話番号】 054-254-2111

【２．管理者】

【イ．氏名のフリガナ】

【ロ．氏名】

【ハ．郵便番号】

【ニ．住所】 静岡市清水区旭町6番8号

【ホ．電話番号】 054-354-2515

【３．点検者】

（代表となる点検者）

【イ．資格等】 （ ） 建築士 （ ） 登録 第 号

特定建築物調査員 第 号

【ロ．氏名のフリガナ】 ｸﾗﾁ   ｶﾂﾄｼ

【ハ．氏名】 鞍智　勝利

【ニ．勤務先】 鞍智建築設計事務所

（ ） 建築士事務所 （ ） 知事登録 第 号

【ホ．郵便番号】 420-0839

【ヘ．所在地】 静岡市葵区鷹匠 2丁目1-1
【ト．電話番号】 054-252-6887

（その他の点検者）

【イ．資格等】 （ ） 建築士 （ ） 登録 第 号

特定建築物調査員 第 号

【ロ．氏名のフリガナ】

【ハ．氏名】

【ニ．勤務先】

（ ） 建築士事務所 （ ） 知事登録 第 号

【ホ．郵便番号】

【ヘ．所在地】

【ト．電話番号】

【４．点検対象建築物】

【イ．所在地】 静岡市葵区足久保奥組 741-1

【ロ．名称のフリガナ】 ｱｼｸﾎﾞｼｮｳｶﾞｯｺｳ

【ハ．名称】 足久保小学校 054-296-0051

【ニ．用途】 小学校/校舎・体育館等 054-296-1857

【５．点検による指摘の概要】

【イ．指摘の内容】 ■ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） □ 指摘なし

【ロ．指摘の概要】 様式建-2 第四面に記載

【ハ．改善予定の有無】 ■ 有（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 無

【ニ．その他特記事項】

氏　名

ｼｽﾞｵｶｼｷｮｳｲｸｲｲﾝｶｲ  ｷｮｳｲｸｼｾﾂｶ

静岡市教育委員会　教育施設課

424-8701

様式建‐2

（第一面）

令和 5年  2月 28日

住　所

受注者 名　称

1級 静岡県 (11)1869

1級 大臣 45165

電話

FAX



様式　建-2 R04改訂

（第二面）
建築物及びその敷地に関する事項 施設名 棟
【1.敷地の位置】 

【イ．防火地域等】 □ 防火地域 □ 準防火地域

□ その他（　　　　　　　　　　） ■ 指定なし
【ロ．用途地域】 市街化調整区域

【2.建築物及びその敷地の概要】
【イ．構造】　 ■ 鉄筋コンクリート造(RC) □ 鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

□ 鉄骨造(S) □ その他 （ ）
【ロ．階数】 地上 階 地下 階
【ハ．敷地面積】 ㎡
【ニ．建築面積】 ㎡
【ホ．延べ面積】 ㎡ ㎡
Ａ棟 造 Ｂ棟 造

㎡ ㎡
Ｃ棟 造 Ｄ棟 造

㎡ ㎡

【3.階別用途別床面積】 棟
【イ．階別用途別】 　（ 1 階） 　（ ） （ ㎡）

　（ 2 階） 　（ ） （ ㎡）
　（ 3 階） 　（ ） （ ㎡）
　（ 4 階） 　（ ） （ ㎡）
　（PH 階） 　（ ） （ ㎡）

（ ㎡）
【ロ．用途別】 　（ ） （ ㎡）

　（ ） （ ㎡）

【4.性能検証法等の適用】 □ 耐火性能検証法 □ 防火区画検証法

□ 区画避難安全検証法（　　階） □ 階避難安全検証法（　　　階）

□ 全館避難安全検証法 □ その他（　　　　　　　　　　　　　）

【5.増築、改築、用途変更等の経過】
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）

【6.関連図書の整備状況】
【イ．計画通知に要した図書】 □ 有 （ □ 各階平面図あり） ■ 無
【ロ．計画通知済証】 □ 有 ■ 無

交付番号　　　　　　　　年　　　月　　日　第　　　　号
交付者　□建築主事　　□指定確認検査機関（　　　）

【ハ．完了検査に要した図書】 □ 有 ■ 無
【ニ．検査済証】　 □ 有 ■ 無

交付番号　　　　　　　　年　　月　　日　第　　　　号
交付者　□建築主事　　□指定確認検査機関（　　　）

【ホ．維持保全に関する準則又は計画】 □ 有 ■ 無
【ヘ．前回の点検に関する書類の写し】 ■ 有 □ 無 □ 対象外

【7.備考】

足久保小学校 A

4 0

ＲＣ 3 階建 ＲＣ 3 階建
3542.18 調査対象床面積計 3,542.18

662.00

床面積 192.00

用途 床面積 2573.18 用途 体育館 床面積

用途 ﾌﾟｰﾙ付属棟 床面積 115.00 用途 特別教室棟

校 舎
床 面 積 計 2,573.18

2,573.18

校 舎 668.14

校 舎 51.62

校 舎 592.64
校 舎 592.64

小学校校舎
ＲＣ 2 階建 S 1 階建

A （　　用　途　　　） （ 床面積 ）
校 舎 668.14



様式　建-2 R04改訂

（第三面）
点検等の概要 施設名 棟
【1.点検及び検査の状況】

【イ．今回の点検】　 令和 年 月 日実施
【ロ．前回の点検】 ■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施
【ハ．建築設備の点検】 ■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 □ 対象外
【ニ．昇降機等の点検】　　□ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 ■ 対象外
【ホ．防火設備の点検】　　■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 □ 対象外

【2.点検の状況】
（敷地及び地盤）

【イ．指摘の内容】 ■ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） □ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】 様式建-2 第四面に記載

【ハ．改善予定の有無】 ■ 有（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 無

（建築物の外部）
【イ．指摘の内容】 ■ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） □ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】 様式建-2 第四面に記載

【ハ．改善予定の有無】 ■ 有（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 無

（屋上及び屋根）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（建築物の内部）
【イ．指摘の内容】 ■ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） □ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】 様式建-2 第四面に記載

【ハ．改善予定の有無】 ■ 有（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 無

（避難施設等）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（その他）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

【3.石綿を添加した建築材料の状況】 （該当する室）
【イ．該当建築材料の有無】 □ 有（飛散防止措置無）（　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有（飛散防止措置有）（　　　　　　　　　　　　　　　）
■ 無

【ロ．措置予定の有無】 □ 有（　　 年 月に改善予定） □ 無

【4.耐震診断及び耐震改修の状況】
【イ．耐震診断の実施の有無】 □ 有 □ 無（ 年 月に実施予定） □ 対象外
【ロ．耐震改修の実施の有無】 □ 有 ■ 無（ 年 月に実施予定） □ 対象外

【5.建築物等に係る不具合等の状況】
【イ．不具合等】 ■ 有 □ 無 様式建-2 第四面に記載
【ロ．不具合等の記録】 ■ 有 □ 無
【ハ．改善の状況】 □ 実施済 ■ 改善予定（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 予定なし

【6.備考】

A

4 8 10
2 2 28
4 2 28

足久保小学校

4 9 1



様式　建-2 R04改訂

（第四面）
施設名 棟

様式建－３に於ける指摘箇所

建築物等に係る不具合等の状況

R04
1階給食受領室壁・床の塗
装剥離

　経年劣化 未定 　要再塗装

R04 4階配膳室壁の塗装剥離 　経年劣化 未定 　要再塗装

改善
年月

足久保小学校 A

番号 点検項目 指摘の具体的内容等 改善策の具体的内容等

2(10) 　外壁躯体等 庇上裏等にｸﾗｯｸ・白華・漏水跡    (H22) 　要調査改善 未定

2(10) 　外壁躯体等 東階段ＰＨ上裏ｺﾝｸﾘｰﾄに剥離     (H28) 　要調査改善 未定

4(10)
壁の室内に面する
部分

内部壁にｸﾗｯｸ　　　　　　（H28） 　要調査改善 未定

4(19) 　床躯体等 1階給食受領室床にｸﾗｯｸ　　　　　（R04） 　要調査改善 未定

1(6) 　塀
北側門柱がｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ6段積み
(R01)

　要調査改善 未定

不具合等を
把握した

年度
不具合等の概要 考えられる原因

改善（予
定）　年月

改善措置の概要等

H22 内部壁の塗装剥離 　経年劣化 未定 　要再塗装

H22 西階段床ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ剥離 　経年劣化 未定 　要張替え

H25 外壁塗装に浮き・汚れ 　経年劣化 未定 　要再塗装

　経年劣化 未定 　要張替え

H28
竪樋の塗装剥離及び支持
金物の錆

　経年劣化 未定 　要錆取り再塗装

H28 屋上PSの換気ｶﾞﾗﾘに錆 　経年劣化 未定 　要錆取り再塗装

H28
階段手摺・ｻｻﾗ桁の塗装
剥離

　経年劣化 未定 　要錆取り再塗装

H28

H28 教室内窓手摺の塗装剥離 　経年劣化

4階配膳室天井のはがれ

R04 屋上煙突取付金物が破損 　経年劣化 未定 　要調査改善

未定 　要錆取り再塗装

R01 屋上ﾄﾞﾚｲﾝ詰り 　清掃不足 未定 　要清掃



様式　建-2 R04改訂

（第二面）
建築物及びその敷地に関する事項 施設名 棟
 【1.敷地の位置】 

 【イ．防火地域等】  □  防火地域  □  準防火地域

 □  その他（　　　　　　　　　　）  □  指定なし
 【ロ．用途地域】

【2.建築物及びその敷地の概要】
【イ．構造】　 ■ 鉄筋コンクリート造(RC) □ 鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

□ 鉄骨造(S) □ その他 （ ）
【ロ．階数】 地上 階 地下 階
 【ハ．敷地面積】  ㎡
【ニ．建築面積】 ㎡
【ホ．延べ面積】 ㎡ ㎡

【3.階別用途別床面積】 棟
【イ．階別用途別】 　（ 1 階） 　（ ） （ ㎡）

　（ 階） 　（ ） （ ㎡）
　（ 階） 　（ ） （ ㎡）
　（ 階） 　（ ） （ ㎡）

（ ㎡）
【ロ．用途別】 　（ ） （ ㎡）

　（ ） （ ㎡）

【4.性能検証法等の適用】 □ 耐火性能検証法 □ 防火区画検証法

□ 区画避難安全検証法（　　階） □ 階避難安全検証法（　　　階）

□ 全館避難安全検証法 □ その他（　　　　　　　　　　　　　）

【5.増築、改築、用途変更等の経過】
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）

【6.関連図書の整備状況】
【イ．計画通知に要した図書】 □ 有 （ □ 各階平面図あり） ■ 無
【ロ．計画通知済証】 □ 有 ■ 無

交付番号　　　　　　　　年　　　月　　日　第　　　　号
交付者　□建築主事　　□指定確認検査機関（　　　）

【ハ．完了検査に要した図書】 □ 有 ■ 無
【ニ．検査済証】　 □ 有 ■ 無

交付番号　　　　　　　　年　　月　　日　第　　　　号
交付者　□建築主事　　□指定確認検査機関（　　　）

【ホ．維持保全に関する準則又は計画】 □ 有 ■ 無
【ヘ．前回の点検に関する書類の写し】 ■ 有 □ 無 □ 対象外

【7.備考】

662.00 調査対象床面積計 662.00

足久保小学校 B  

1 0

B  （　　用　途　　　） （ 床面積 ）
体 育 館 662.00

床 面 積 計 662.00
体 育 館 662.00



様式　建-2 R04改訂

（第三面）
点検等の概要 施設名 棟
【1.点検及び検査の状況】

【イ．今回の点検】　 令和 年 月 日実施
【ロ．前回の点検】 ■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施
【ハ．建築設備の点検】 ■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 □ 対象外
【ニ．昇降機等の点検】　　□ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 ■ 対象外
【ホ．防火設備の点検】　　■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 □ 対象外

【2.点検の状況】
（敷地及び地盤）

【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（建築物の外部）
【イ．指摘の内容】 ■ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） □ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】 様式建-2 第四面に記載

【ハ．改善予定の有無】 ■ 有（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 無

（屋上及び屋根）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（建築物の内部）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

 （避難施設等）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（その他）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

【3.石綿を添加した建築材料の状況】 （該当する室）
【イ．該当建築材料の有無】 □ 有（飛散防止措置無）（　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有（飛散防止措置有）（　　　　　　　　　　　　　　　）
■ 無

【ロ．措置予定の有無】 □ 有（　　 年 月に改善予定） □ 無
【4.耐震診断及び耐震改修の状況】

【イ．耐震診断の実施の有無】 □ 有 □ 無（ 年 月に実施予定） □ 対象外
【ロ．耐震改修の実施の有無】 □ 有 □ 無（ 年 月に実施予定） □ 対象外

【5.建築物等に係る不具合等の状況】
【イ．不具合等】 ■ 有 □ 無 様式建-2 第四面に記載
【ロ．不具合等の記録】 ■ 有 □ 無
【ハ．改善の状況】 □ 実施済 ■ 改善予定（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 予定なし

【6.備考】

足久保小学校 B

4 8 10

4 9 1

2 2 28
4 2 28



様式　建-2 R04改訂

（第四面）
施設名 棟

様式建－３に於ける指摘箇所

建築物等に係る不具合等の状況

改善
年月

2（10） 　外壁躯体等 　外壁にｸﾗｯｸ　　　（H28） 　要調査改善 未定

足久保小学校 B  

番号 点検項目 指摘の具体的内容等 改善策の具体的内容等

不具合等を
把握した

年度
不具合等の概要 考えられる原因

改善（予
定）　年月

改善措置の概要等

H28 外壁・上裏の塗装剥離 　経年劣化 未定 　要再塗装



様式　建-2 R04改訂

（第二面）
建築物及びその敷地に関する事項 施設名 棟
 【1.敷地の位置】 

 【イ．防火地域等】  □  防火地域  □  準防火地域

 □  その他（　　　　　　　　　　）  □  指定なし
 【ロ．用途地域】

【2.建築物及びその敷地の概要】
【イ．構造】　 □ 鉄筋コンクリート造(RC) □ 鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

□ 鉄骨造(S) ■ その他 （ ）
【ロ．階数】 地上 階 地下 階
 【ハ．敷地面積】  ㎡
【ニ．建築面積】 ㎡
【ホ．延べ面積】 ㎡ ㎡

【3.階別用途別床面積】 棟
【イ．階別用途別】 　（ 1 階） 　（ ） （ ㎡）

　（ 階） 　（ ） （ ㎡）
　（ 階） 　（ ） （ ㎡）
　（ 階） 　（ ） （ ㎡）

（ ㎡）
【ロ．用途別】 　（ ） （ ㎡）

　（ ） （ ㎡）

【4.性能検証法等の適用】 □ 耐火性能検証法 □ 防火区画検証法

□ 区画避難安全検証法（　　階） □ 階避難安全検証法（　　　階）

□ 全館避難安全検証法 □ その他（　　　　　　　　　　　　　）

【5.増築、改築、用途変更等の経過】
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）
年 月 日　概要 （ ）

【6.関連図書の整備状況】
【イ．計画通知に要した図書】 □ 有 （ □ 各階平面図あり） ■ 無
【ロ．計画通知済証】 □ 有 ■ 無

交付番号　　　　　　　　年　　　月　　日　第　　　　号
交付者　□建築主事　　□指定確認検査機関（　　　）

【ハ．完了検査に要した図書】 □ 有 ■ 無
【ニ．検査済証】　 □ 有 ■ 無

交付番号　　　　　　　　年　　月　　日　第　　　　号
交付者　□建築主事　　□指定確認検査機関（　　　）

【ホ．維持保全に関する準則又は計画】 □ 有 ■ 無
【ヘ．前回の点検に関する書類の写し】 ■ 有 □ 無 □ 対象外

【7.備考】

192.00 調査対象床面積計 192.00

足久保小学校 D

木造
1 0

D （　　用　途　　　） （ 床面積 ）
校 舎 192.00

床 面 積 計 192.00
校 舎 192.00



様式　建-2 R04改訂

（第三面）
点検等の概要 施設名 棟
【1.点検及び検査の状況】

【イ．今回の点検】　 令和 年 月 日実施
【ロ．前回の点検】 ■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施
【ハ．建築設備の点検】 ■ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 □ 対象外
【ニ．昇降機等の点検】　　□ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 ■ 対象外
【ホ．防火設備の点検】　　□ 実施（令和　　 年 月 日報告） □ 未実施 ■ 対象外

【2.点検の状況】
（敷地及び地盤）

【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（建築物の外部）
【イ．指摘の内容】 ■ 要是正の指摘あり （ ■ 既存不適格） □ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】 様式建-2 第四面に記載

【ハ．改善予定の有無】 ■ 有（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 無

（屋上及び屋根）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（建築物の内部）
【イ．指摘の内容】 ■ 要是正の指摘あり （ ■ 既存不適格） □ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】 様式建-2 第四面に記載

【ハ．改善予定の有無】 ■ 有（令和 年 月に改善予定） ■ 未定 □ 無

（避難施設等）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

（その他）
【イ．指摘の内容】 □ 要是正の指摘あり （ □ 既存不適格） ■ 指摘なし
【ロ．指摘の概要】
【ハ．改善予定の有無】 □ 有（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 無

【3.石綿を添加した建築材料の状況】 （該当する室）
【イ．該当建築材料の有無】 □ 有（飛散防止措置無）（　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 有（飛散防止措置有）（　　　　　　　　　　　　　　　）
■ 無

【ロ．措置予定の有無】 □ 有（　　 年 月に改善予定） □ 無
【4.耐震診断及び耐震改修の状況】

【イ．耐震診断の実施の有無】 □ 有 □ 無（ 年 月に実施予定） □ 対象外
【ロ．耐震改修の実施の有無】 □ 有 □ 無（ 年 月に実施予定） □ 対象外

【5.建築物等に係る不具合等の状況】
【イ．不具合等】 □ 有 ■ 無
【ロ．不具合等の記録】 □ 有 ■ 無
【ハ．改善の状況】 □ 実施済 □ 改善予定（令和 年 月に改善予定） □ 未定 □ 予定なし

【6.備考】

足久保小学校 D

4 8 10
2 2 28
4 2 28



様式　建-2 R04改訂

（第四面）
施設名 棟

様式建－３に於ける指摘箇所

建築物等に係る不具合等の状況

改善
年月

2(5) 　外壁躯体等 　建設年度による判断　　　(R04) 　既存不適格 未定

足久保小学校 D

番号 点検項目 指摘の具体的内容等 改善策の具体的内容等

4(4) 防火区画の外周部 　建設年度による判断　　　(R04) 　既存不適格 未定

不具合等を
把握した

年度
不具合等の概要 考えられる原因

改善（予
定）　年月

改善措置の概要等

指摘事項なし



様式　建-3 R04改訂

施設名 Ａ 棟

代表となる点検者

要是正

既　存
不適格

1

(1) 〇 　 　 1
(2) 〇 　 1
(3) 〇 1
(4) 〇 1
(5) 〇 1

(6) 　 ● 1

(7) 　 　 

(8) 　 　 

(9) 　 

2

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 　 

(4) 　 

(5) ● ●

(6) 　 

(7)

(8) 　 

(9) 　 

(10) ● 1

(11) 〇 　 1

(12) 　 

(13) 　 

(14) 　 

(15) 〇 1
(16) 〇 1
(17) 〇 1
(18) 〇 1

3

(1) 〇 　 1
(2) 〇 1
(3) 〇 　 1
(4) 〇 1
(5) 〇 1
(6) 〇 1
(7) 〇 1
(8) 〇 1
(9) 〇 1
4

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 〇 1

(4) 　 ● ● 1

(5) 〇 1

(6) 　 

(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

(10) 　 ● 1

(11) 　 

(12) 　 

(13) 　 

(14) 　 

(15) 　 

(16) 〇 1

点検結果表
足久保小学校

当該　点検
に関与した

点検者

　　氏　名 点検者番号

　鞍智　勝利 1

その他の点検者
　

敷地及び地盤

地盤 地盤沈下等による不陸、傾斜等の状況

敷地 敷地内の排水の状況

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

 擁壁  擁壁の劣化及び損傷の状況

 擁壁の水抜きパイプの維持保全の状況

建築物の外部

基礎 基礎の沈下等の状況

基礎の劣化及び損傷の状況

敷地内の通路 敷地内の通路の確保の状況

有効幅員の確保の状況

敷地内の通路の支障物の状況

塀 組積造の塀又は補強コンクリートブロック造の塀等の耐震対策の状
況

 組積造の塀又は補強コンクリートブロック造の塀等の劣化及び損傷
 の状況

 鉄骨造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の外壁躯体の劣化
及び損傷の状況

外装仕上げ材等 タイル、石貼り等（乾式工法によるものを除く。）、モルタル等の劣化
及び損傷の状況

 乾式工法によるタイル、石貼り等の劣化及び損傷の状況

 金属系パネル（帳壁を含む。）の劣化及び損傷の状況

 コンクリート系パネル（帳壁を含む。）の劣化及び損傷の状況

 土台（木造に限る。）  土台の沈下等の状況

 土台の劣化及び損傷の状況

外
壁

躯体等 外壁、軒裏及び外壁の開口部で延焼のおそれのある部分の防火
対策の状況

 木造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

 組積造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

 補強コンクリートブロック造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

屋上及び屋根

屋上面 屋上面の劣化及び損傷の状況

屋上周り（屋上面を除く。） パラペットの立上り面の劣化及び損傷の状況

笠木モルタル等の劣化及び損傷の状況

金属笠木の劣化及び損傷の状況

排水溝（ドレーンを含む。）の劣化及び損傷の状況

窓サッシ等 サッシ等の劣化及び損傷の状況

はめ殺し窓のガラスの固定の状況

外壁に緊結された広告板、空調室外機等 機器本体の劣化及び損傷の状況

支持部分等の劣化及び損傷の状況

建築物の内部

防
火
区
画

令第112条第11項から第13項までに規定する区画の状況

令第112条第１項、第4項、第５項又は第７項から第10項までの各項に規定する区画の状況

令第112条第18項に規定する区画の状況

防火区画の外周部 令第112条第16項に規定する外壁等及び同条第17項に規定する
防火設備の処置の状況

令第112条第16項に規定する外壁等及び同条第17項に規定する
防火設備の劣化及び損傷の状況

屋根（屋上面を除く。） 屋根の防火対策の状況

屋根の劣化及び損傷の状況

機器及び工作物（冷却等設備、広告塔等） 機器、工作物本体及び接合部の劣化及び損傷の状況

支持部分等の劣化及び損傷の状況

 鉄骨の耐火被覆の劣化及び損傷の状況

 給水管、配電管その他の管又は風道の区画貫通部の充填等の処
 理の状況

 令第114条に規定する界壁、間仕切壁及び隔
 壁

 令第114条に規定する界壁、間仕切壁及び隔壁の状況

令第128条の５各項に規定する建築物の壁の
室内に面する部分

室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況

壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分

躯体等  木造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 組積造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 補強コンクリートブロック造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化
 及び損傷の状況

 鉄骨造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の壁の室内に面す
る部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 耐火構造の壁又は準耐火構造の壁（防火区画
 を構成する壁等に限る。）

 準耐火性能等の確保の状況

 部材の劣化及び損傷の状況



要是正

既　存
不適格

4

(17) 　 

(18) 　 

(19) 　 ● 1

(20) 　 

(21) 　 

(22) 　 

(23) 〇 1
(24) 〇 1
(25) 　 

(26) 〇 1

(27) 〇 1

(28) 〇 1

(29) 〇 1
(30) 〇 1
(31) 〇 1
(32) 〇 1
(33) 〇 1
(34) 〇 1
(35) 〇 1
(36)

(37)

(38) 〇 1
(39) 〇 1
(40) 〇 1
(41) 〇 1
(42) 〇 1
(43) 〇 1

(44) 　 　 

(45) 　 　 

(46) 　 　 

(47) 　 　 

5

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 〇 1
(4) 〇 1
(5) 〇 1
(6) 　 

(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

(10) 　 

(11) 〇 1
(12) 〇 1
(13) 〇 1
(14) 〇 1
(15) 〇 1
(16) 　 

(17) 　 

(18) 　 

(19) 　 

(20) 　 

(21) 　 

(22) 　 

(23) 　 

(24) 　 

(25) 　 

(26) 　 

(27)

(28)

(29) 〇 　 1

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

建築物の内部

天
井

令第128条の５各項に規定する建築物の天井
の室内に面する部分

室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況

室内に面する部分の仕上げの劣化及び損傷の状況

 特定天井  特定天井の天井材の劣化及び損傷の状況

床 躯体等  木造の床躯体の劣化及び損傷の状況

 鉄骨造の床躯体の劣化及び損傷の状況

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の床躯体の劣化及
び損傷の状況

 耐火構造の床又は準耐火構造の床（防火区画
 を構成する床に限る。）

 準耐火性能等の確保の状況

 部材の劣化及び損傷の状況

 給水管、配電管その他の管又は風道の区画貫通部の充填等の処
 理の状況

照明器具、懸垂物等 照明器具、懸垂物等の落下防止対策の状況

防火設備又は戸の閉鎖の障害となる照明器具、懸垂物等の状況

 警報設備  警報設備の設置の状況

 警報設備の劣化及び損傷の状況

防火設備（防火扉、防火シャッターその他これらに類
するものに限る。）

区画に対応した防火設備又は戸の設置の状況

居室から地上へ通じる主たる廊下、階段その他の通路に設置され
た防火設備又は戸におけるくぐり戸の設置の状況

昭和48年建設省告示第2563号第１第１号ロに規定する基準への適
合の状況

防火扉又は戸の開放方向

常閉防火設備等の本体と枠の劣化及び損傷の状況

常閉防火設備等の閉鎖又は作動の状況

常閉防火設備等の閉鎖又は作動の障害となる物品の放置の状況

常閉防火扉等の固定の状況

 除去又は囲い込み若しくは封じ込めによる飛散防止措置の実施の
 状況

 囲い込み又は封じ込めによる飛散防止措置の劣化及び損傷の状
 況

居室の採光及び換気 採光のための開口部の面積の確保の状況

採光の妨げとなる物品の放置の状況

換気のための開口部の面積の確保の状況

換気設備の設置の状況

換気設備の作動の状況

換気の妨げとなる物品の放置の状況

避難施設等

令第120条第２項に規定する通路 令第120条第２項に規定する通路の確保の状況

廊下 幅の確保の状況

物品の放置の状況

 石綿等を添加した建築材料  吹付け石綿及び吹付けロックウールでその含有する石綿の重量が
 当該建築材料の重量の0.1パーセントを超えるもの（以下「吹付け
 石綿等」という。）の使用の状況

 吹付け石綿等の劣化の状況

出入口 出入口の確保の状況

物品の放置の状況

 屋上広場  屋上広場の確保の状況

 避難上有効なバルコニー  避難上有効なバルコニーの確保の状況

 手すり等の劣化及び損傷の状況

 物品の放置の状況

 避難器具の操作性の確保の状況

 屋内と階段との間の防火区画の確保の状況

 開放性の確保の状況

 特別避難階段  バルコニー又は付室の構造及び面積の確保の状況

 付室の排煙設備の設置の状況

 付室の排煙設備の作動の状況

 付室の外気に向かって開くことができる窓の状況

 物品の放置の状況

階
段

階段 直通階段の設置の状況

幅の確保の状況

手すりの設置の状況

物品の放置の状況

階段各部の劣化及び損傷の状況

 屋内に設けられた避難階段  階段室の構造の状況

 屋外に設けられた避難階段

排
煙
設
備
等

 防煙壁  防煙区画の設置の状況

 防煙垂れ壁の劣化及び損傷の状況

 可動式防煙垂れ壁の作動の状況

排煙設備  排煙設備の設置の状況

 排煙設備の作動の状況

自然排煙口の維持保全の状況



要是正

既　存
不適格

5

(30) 〇 1
(31) 〇 1
(32) 　 

(33) 　 

(34) 　 

(35) 　 

(36) 　 

(37) 　 

(38) 　 　 

(39) 　 　 

(40) 　 　 

6

(1) 　 

(2) 　 

(3) 　 

(4) 　 

(5) 　 

(6) 　 

(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

7

　 

　 

　 

■ 有り （1階　２階　　階） □ 無し

番号
改善（予

定）年月

2(10) 未定

2(10) 未定

4(10) 未定

1(6) 未定

4(19) 未定

2(5) 未定

4(4) 未定

①
②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

避難施設等

 特
 殊
 な
 構
 造

 等  膜構造建築物の膜体、取付部材等  膜体及び取付部材の劣化及び損傷の状況

 膜張力及びケーブル張力の状況

 免震構造建築物の免震層及び免震装置  免震装置の劣化及び損傷の状況（免震装置が可視状態にある場
 合に限る。）

 上部構造の可動の状況

 非常用エレベーターの作動の状況

 非常用の照明装置  非常用の照明装置の設置の状況

 非常用の照明装置の作動の状況

 照明の妨げとなる物品の放置の状況

その他

そ
の
他
の
設
備
等

非常用の進入口等 非常用の進入口等の設置の状況

非常用の進入口等の維持保全の状況

 非常用エレベーター  乗降ロビーの構造及び面積の確保の状況

 乗降ロビーの排煙設備の設置の状況

 乗降ロビーの排煙設備の作動の状況

 乗降ロビーの付室の外気に向かって開くことができる窓の状況

 物品の放置の状況

 避雷設備  避雷針、避雷導線等の劣化及び損傷の状況

 煙
 突

 建築物に設ける煙突  煙突本体及び建築物との接合部の劣化及び損傷の状況

 付帯金物の劣化及び損傷の状況

 令第138条第１項第１号に掲げる煙突  煙突本体の劣化及び損傷の状況

 付帯金物の劣化及び損傷の状況

　外壁躯体等 庇上裏等にｸﾗｯｸ・白華・漏水跡　　（H22） 　要調査改善

上記以外の点検項目

その他確認事項 

法第12条第3項の規定による検査を要する防火設備の有無

特記事項

点検項目 指摘の具体的内容等 改善策の具体的内容等

　塀 北側門柱がｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ6段積み　　(R01） 　要調査改善

　床躯体等 1階給食受領室床にｸﾗｯｸ　　　　(R04) 　要調査改善

　外壁躯体等 東階段PH上裏ｺﾝｸﾘｰﾄに剥離　　　　（H28） 　要調査改善

壁の室内に面する部分 内部壁にｸﾗｯｸ　　　　　　　　　　（H28） 　要調査改善

　外壁躯体等 　建設年度による判断　　　　(R04) 　既存不適格

　「特記事項」は、点検の結果、要是正の指摘があった場合のほか、指摘がない場合にあっても特記すべき事項がある場合に、該当する点検項目の番号、点検項目
を記入し、「指摘の具体的内容等」欄に指摘又は特記すべき事項の具体的内容を記入するとともに、改善済みの場合及び改善策が明らかになっている場合は「改善
策の具体的内容等」欄にその内容を記入し、改善した場合は「改善（予定）年月」欄に当該年月を記入し、改善予定年月が明らかになっている場合は「改善（予定）年
月」欄に当該年月を（　）書きで記入してください。

配置図及び各階平面図を様式建-4に従い添付し、指摘(特記すべき事項を含む）のあった箇所や撮影した写真の位置等を明記してください。

要是正とされた点検項目（既存不適格の場合を除く。）については、要是正とされた部分を撮影した写真を様式建-5に従い添付してください。

　「点検結果」欄のうち「要是正」欄は、別表（い）欄に掲げる調査項目について（は）欄に掲げる判定基準に該当する場合に○印を記入してください。

　「点検結果」欄のうち「指摘なし」欄は、⑥に該当しない場合に○印を記入してください。

　「既存不適格」欄は、「要是正」欄に○印を記入した場合で、建築基準法第３条第２項の規定の適用を受けているものであることが確認されたときは、○印を記入して
ください。

　「担当点検者番号」欄は、「点検に関与した点検者」欄で記入した番号、記号等を記入してください。ただし、当該建築物の点検を行った点検者が１人の場合は、記
入しなくても構いません。

　７「上記以外の点検項目」欄は、第１ただし書の規定により特定行政庁が点検項目を追加したときに、特定行政庁が追加した点検項目を追加し、⑤から⑧に準じて
点検結果等を記入してください。なお、これらの項目がない場合は、７は削除して構いません。

　「その他確認事項」は、法第12条第３項の規定による検査を要する随時閉鎖又は作動ができる防火設備の設置の有無を確認し、該当するチェック
ボックスに「レ」マークを入れてください。「有」の場合は、当該防火設備が設置されている階を記入してください。

（注意）

　この書類は、特殊建築物等ごとに作成してください。
　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加して記入するか、別紙に必要な事項を記入して添えてください。

　「当該点検に関与した点検者」欄は、建築基準法施行規則別記第36号の２様式第一面３欄に記入した点検者について記入し、「点検者番号」欄に点検者を特定で
きる番号、記号等を記入してください。当該建築物の点検を行った点検者が１人の場合は、その他の点検者欄は削除して構いません。

　該当しない点検項目がある場合は、当該項目の「番号」欄から「担当点検者番号」欄までを取消線で抹消してください。
　「点検結果」欄は、別表（い）欄に掲げる各点検項目ごとに記入してください。

　防火区画の外周部 　建設年度による判断　　　　(R04) 　既存不適格



様式　建-3 R04改訂

施設名 B 棟

代表となる点検者

要是正

既　存
不適格

1

(1) 〇 　 　 1
(2) 〇 　 1
(3) 〇 1
(4) 〇 1
(5) 〇 1

(6) 　 　 

(7) 　 　 

(8) 　 　 

(9) 　 

2

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 　 

(4) 　 

(5)

(6) 　 

(7)

(8) 　 

(9) 〇 1

(10) ● 1

(11) 　 　 

(12) 　 

(13) 〇 1
(14) 　 

(15) 〇 1
(16) 〇 1
(17) 〇 1
(18) 〇 1

3

(1) 　 　 　 

(2) 〇 1
(3) 〇 　 1
(4) 　 　 

(5) 〇 1
(6) 〇 1
(7) 〇 1
(8) 〇 1
(9) 〇 1
4

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 〇 1

(4) 〇 1

(5) 〇 1

(6) 〇 1
(7)  　 

(8) 　 

(9) 　 

(10) 〇 1

(11) 　 

(12) 　 

(13) 　 

(14) 　 

(15) 　 

(16) 〇 1

点検結果表
足久保小学校

当該　点検
に関与した

点検者

　　氏　名 点検者番号

　鞍智　勝利 1

その他の点検者
　

敷地及び地盤

地盤 地盤沈下等による不陸、傾斜等の状況

敷地 敷地内の排水の状況

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

 擁壁  擁壁の劣化及び損傷の状況

 擁壁の水抜きパイプの維持保全の状況

建築物の外部

基礎 基礎の沈下等の状況

基礎の劣化及び損傷の状況

敷地内の通路 敷地内の通路の確保の状況

有効幅員の確保の状況

敷地内の通路の支障物の状況

 塀  組積造の塀又は補強コンクリートブロック造の塀等の耐震対策の状
 況

 組積造の塀又は補強コンクリートブロック造の塀等の劣化及び損傷
 の状況

鉄骨造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の外壁躯体の劣化
及び損傷の状況

外装仕上げ材等  タイル、石貼り等（乾式工法によるものを除く。）、モルタル等の劣化
 及び損傷の状況

 乾式工法によるタイル、石貼り等の劣化及び損傷の状況

金属系パネル（帳壁を含む。）の劣化及び損傷の状況

 コンクリート系パネル（帳壁を含む。）の劣化及び損傷の状況

 土台（木造に限る。）  土台の沈下等の状況

 土台の劣化及び損傷の状況

外
壁

躯体等  外壁、軒裏及び外壁の開口部で延焼のおそれのある部分の防火
 対策の状況

 木造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

 組積造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

 補強コンクリートブロック造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

屋上及び屋根

 屋上面  屋上面の劣化及び損傷の状況

屋上周り（屋上面を除く。） パラペットの立上り面の劣化及び損傷の状況

笠木モルタル等の劣化及び損傷の状況

 金属笠木の劣化及び損傷の状況

排水溝（ドレーンを含む。）の劣化及び損傷の状況

窓サッシ等 サッシ等の劣化及び損傷の状況

はめ殺し窓のガラスの固定の状況

外壁に緊結された広告板、空調室外機等 機器本体の劣化及び損傷の状況

支持部分等の劣化及び損傷の状況

建築物の内部

防
火
区
画

令第112条第11項から第13項までに規定する区画の状況

令第112条第１項、第4項、第５項又は第７項から第10項までの各項に規定する区画の状況

令第112条第18項に規定する区画の状況

防火区画の外周部 令第112条第16項に規定する外壁等及び同条第17項に規定する
防火設備の処置の状況

令第112条第16項に規定する外壁等及び同条第17項に規定する
防火設備の劣化及び損傷の状況

屋根（屋上面を除く。） 屋根の防火対策の状況

屋根の劣化及び損傷の状況

機器及び工作物（冷却等設備、広告塔等） 機器、工作物本体及び接合部の劣化及び損傷の状況

支持部分等の劣化及び損傷の状況

 鉄骨の耐火被覆の劣化及び損傷の状況

 給水管、配電管その他の管又は風道の区画貫通部の充填等の処
 理の状況

 令第114条に規定する界壁、間仕切壁及び隔
 壁

 令第114条に規定する界壁、間仕切壁及び隔壁の状況

令第128条の５各項に規定する建築物の壁の
室内に面する部分

室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況

壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分

躯体等 木造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 組積造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 補強コンクリートブロック造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化
 及び損傷の状況

 鉄骨造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の壁の室内に面す
る部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 耐火構造の壁又は準耐火構造の壁（防火区画
 を構成する壁等に限る。）

 準耐火性能等の確保の状況

 部材の劣化及び損傷の状況



要是正

既　存
不適格

4

(17) 　 

(18) 　 

(19) 〇 1

(20) 　 

(21) 　 

(22) 　 

(23) 〇 1
(24) 〇 1
(25) 〇 1
(26) 　 

(27) 　 

(28) 　 

(29) 　 

(30) 　 

(31) 　 

(32) 　 

(33) 　 

(34) 〇 1
(35) 〇 1
(36)

(37)

(38) 〇 1
(39) 〇 1
(40) 〇 1
(41) 〇 1
(42) 〇 1
(43) 〇 1

(44) 　 　 

(45) 　 　 

(46) 　 　 

(47) 　 　 

5

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 〇 1
(4) 〇 1
(5) 〇 1
(6) 　 

(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

(10) 　 

(11) 　 　 

(12) 　 　 

(13) 　 　 

(14) 　 　 

(15) 　 　 

(16) 　 

(17) 　 

(18) 　 

(19) 　 

(20) 　 

(21) 　 

(22) 　 

(23) 　 

(24) 　 

(25) 　 

(26) 　 

(27)

(28)

(29) 　 　 

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

建築物の内部

天
井

令第128条の５各項に規定する建築物の天井
の室内に面する部分

室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況

室内に面する部分の仕上げの劣化及び損傷の状況

特定天井 特定天井の天井材の劣化及び損傷の状況

床 躯体等  木造の床躯体の劣化及び損傷の状況

 鉄骨造の床躯体の劣化及び損傷の状況

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の床躯体の劣化及
び損傷の状況

 耐火構造の床又は準耐火構造の床（防火区画
 を構成する床に限る。）

 準耐火性能等の確保の状況

 部材の劣化及び損傷の状況

 給水管、配電管その他の管又は風道の区画貫通部の充填等の処
 理の状況

照明器具、懸垂物等 照明器具、懸垂物等の落下防止対策の状況

防火設備又は戸の閉鎖の障害となる照明器具、懸垂物等の状況

 警報設備  警報設備の設置の状況

 警報設備の劣化及び損傷の状況

 防火設備（防火扉、防火シャッターその他これらに類
 するものに限る。）

 区画に対応した防火設備又は戸の設置の状況

 居室から地上へ通じる主たる廊下、階段その他の通路に設置され
 た防火設備又は戸におけるくぐり戸の設置の状況

 昭和48年建設省告示第2563号第１第１号ロに規定する基準への適
 合の状況

 防火扉又は戸の開放方向

 常閉防火設備等の本体と枠の劣化及び損傷の状況

 常閉防火設備等の閉鎖又は作動の状況

 常閉防火設備等の閉鎖又は作動の障害となる物品の放置の状況

 常閉防火扉等の固定の状況

 除去又は囲い込み若しくは封じ込めによる飛散防止措置の実施の
 状況

 囲い込み又は封じ込めによる飛散防止措置の劣化及び損傷の状
 況

居室の採光及び換気 採光のための開口部の面積の確保の状況

採光の妨げとなる物品の放置の状況

換気のための開口部の面積の確保の状況

換気設備の設置の状況

換気設備の作動の状況

換気の妨げとなる物品の放置の状況

避難施設等

令第120条第２項に規定する通路 令第120条第２項に規定する通路の確保の状況

廊下 幅の確保の状況

物品の放置の状況

 石綿等を添加した建築材料  吹付け石綿及び吹付けロックウールでその含有する石綿の重量が
 当該建築材料の重量の0.1パーセントを超えるもの（以下「吹付け
 石綿等」という。）の使用の状況

 吹付け石綿等の劣化の状況

出入口 出入口の確保の状況

物品の放置の状況

 屋上広場  屋上広場の確保の状況

 避難上有効なバルコニー  避難上有効なバルコニーの確保の状況

 手すり等の劣化及び損傷の状況

 物品の放置の状況

 避難器具の操作性の確保の状況

 屋内と階段との間の防火区画の確保の状況

 開放性の確保の状況

 特別避難階段  バルコニー又は付室の構造及び面積の確保の状況

 付室の排煙設備の設置の状況

 付室の排煙設備の作動の状況

 付室の外気に向かって開くことができる窓の状況

 物品の放置の状況

 階
 段

 階段  直通階段の設置の状況

 幅の確保の状況

 手すりの設置の状況

 物品の放置の状況

 階段各部の劣化及び損傷の状況

 屋内に設けられた避難階段  階段室の構造の状況

 屋外に設けられた避難階段

 排
 煙
 設
 備
 等

 防煙壁  防煙区画の設置の状況

 防煙垂れ壁の劣化及び損傷の状況

 可動式防煙垂れ壁の作動の状況

 排煙設備  排煙設備の設置の状況

 排煙設備の作動の状況

 自然排煙口の維持保全の状況



要是正

既　存
不適格

5

(30) 　 

(31) 　 

(32) 　 

(33) 　 

(34) 　 

(35) 　 

(36) 　 

(37) 　 

(38) 　 　 

(39) 　 　 

(40) 　 　 

6

(1) 　 

(2) 　 

(3) 　 

(4) 　 

(5) 〇 1
(6) 　 

(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

7

　 

　 

　 

□ 有り （1階　２階　　階） ■ 無し

番号
改善（予

定）年月

2(10) 未定

①
②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

避難施設等

 特
 殊
 な
 構
 造

 等  膜構造建築物の膜体、取付部材等  膜体及び取付部材の劣化及び損傷の状況

 膜張力及びケーブル張力の状況

 免震構造建築物の免震層及び免震装置  免震装置の劣化及び損傷の状況（免震装置が可視状態にある場
 合に限る。）

 上部構造の可動の状況

 非常用エレベーターの作動の状況

 非常用の照明装置  非常用の照明装置の設置の状況

 非常用の照明装置の作動の状況

 照明の妨げとなる物品の放置の状況

その他

 そ
 の
 他
 の
 設
 備
 等

 非常用の進入口等  非常用の進入口等の設置の状況

 非常用の進入口等の維持保全の状況

 非常用エレベーター  乗降ロビーの構造及び面積の確保の状況

 乗降ロビーの排煙設備の設置の状況

 乗降ロビーの排煙設備の作動の状況

 乗降ロビーの付室の外気に向かって開くことができる窓の状況

 物品の放置の状況

上記以外の点検項目

その他確認事項 

法第12条第3項の規定による検査を要する防火設備の有無

特記事項

点検項目 指摘の具体的内容等 改善策の具体的内容等

避雷設備 避雷針、避雷導線等の劣化及び損傷の状況

 煙
 突

 建築物に設ける煙突  煙突本体及び建築物との接合部の劣化及び損傷の状況

 付帯金物の劣化及び損傷の状況

 令第138条第１項第１号に掲げる煙突  煙突本体の劣化及び損傷の状況

 付帯金物の劣化及び損傷の状況

　外壁躯体等 　外壁にｸﾗｯｸ　　　　　　　（H28） 　要調査改善

（注意）

　この書類は、特殊建築物等ごとに作成してください。
　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加して記入するか、別紙に必要な事項を記入して添えてください。

　「当該点検に関与した点検者」欄は、建築基準法施行規則別記第36号の２様式第一面３欄に記入した点検者について記入し、「点検者番号」欄に点検者を特定で
きる番号、記号等を記入してください。当該建築物の点検を行った点検者が１人の場合は、その他の点検者欄は削除して構いません。

　該当しない点検項目がある場合は、当該項目の「番号」欄から「担当点検者番号」欄までを取消線で抹消してください。
　「点検結果」欄は、別表（い）欄に掲げる各点検項目ごとに記入してください。

　「特記事項」は、点検の結果、要是正の指摘があった場合のほか、指摘がない場合にあっても特記すべき事項がある場合に、該当する点検項目の番号、点検項目
を記入し、「指摘の具体的内容等」欄に指摘又は特記すべき事項の具体的内容を記入するとともに、改善済みの場合及び改善策が明らかになっている場合は「改善
策の具体的内容等」欄にその内容を記入し、改善した場合は「改善（予定）年月」欄に当該年月を記入し、改善予定年月が明らかになっている場合は「改善（予定）年
月」欄に当該年月を（　）書きで記入してください。

配置図及び各階平面図を様式建-4に従い添付し、指摘(特記すべき事項を含む）のあった箇所や撮影した写真の位置等を明記してください。

要是正とされた点検項目（既存不適格の場合を除く。）については、要是正とされた部分を撮影した写真を様式建-5に従い添付してください。

　「点検結果」欄のうち「要是正」欄は、別表（い）欄に掲げる調査項目について（は）欄に掲げる判定基準に該当する場合に○印を記入してください。

　「点検結果」欄のうち「指摘なし」欄は、⑥に該当しない場合に○印を記入してください。

　「既存不適格」欄は、「要是正」欄に○印を記入した場合で、建築基準法第３条第２項の規定の適用を受けているものであることが確認されたときは、○印を記入して
ください。

　「担当点検者番号」欄は、「点検に関与した点検者」欄で記入した番号、記号等を記入してください。ただし、当該建築物の点検を行った点検者が１人の場合は、記
入しなくても構いません。

　７「上記以外の点検項目」欄は、第１ただし書の規定により特定行政庁が点検項目を追加したときに、特定行政庁が追加した点検項目を追加し、⑤から⑧に準じて
点検結果等を記入してください。なお、これらの項目がない場合は、７は削除して構いません。

　「その他確認事項」は、法第12条第３項の規定による検査を要する随時閉鎖又は作動ができる防火設備の設置の有無を確認し、該当するチェック
ボックスに「レ」マークを入れてください。「有」の場合は、当該防火設備が設置されている階を記入してください。



様式　建-3 R04改訂

施設名 D 棟

代表となる点検者

要是正

既　存
不適格

1

(1) 〇 　 　 1
(2) 〇 　 1
(3) 〇 1
(4) 〇 1
(5) 〇 1

(6) 　 　 

(7) 　 　 

(8) 　 　 

(9) 　 

2

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 〇 1
(4) 〇 1

(5) ● ● 1

(6) 〇 1
(7)

(8) 　 

(9) 　 

(10) 　 　 

(11) 　 　 

(12) 　 

(13) 　 

(14) 　 

(15) 〇 1
(16) 〇 1
(17) 〇 1
(18) 〇 1

3

(1) 　 　 　 

(2) 　 　 

(3) 　 　 

(4) 　 　 

(5) 　 　 

(6) 〇 1
(7) 〇 1
(8) 〇 1
(9) 〇 1
4

(1) 　 

(2) 　 

(3) 　 

(4) ● ● 　 

(5) 　 

(6) 〇 1
(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

(10) 　 　 

(11) 　 

(12) 　 

(13) 　 

(14) 　 

(15) 〇 1

(16) 〇 1

点検結果表
足久保小学校

当該　点検
に関与した

点検者

　　氏　名 点検者番号

　鞍智　勝利 1

その他の点検者
　

敷地及び地盤

地盤 地盤沈下等による不陸、傾斜等の状況

敷地 敷地内の排水の状況

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

 擁壁  擁壁の劣化及び損傷の状況

 擁壁の水抜きパイプの維持保全の状況

建築物の外部

基礎 基礎の沈下等の状況

基礎の劣化及び損傷の状況

敷地内の通路 敷地内の通路の確保の状況

有効幅員の確保の状況

敷地内の通路の支障物の状況

 塀  組積造の塀又は補強コンクリートブロック造の塀等の耐震対策の状
 況

 組積造の塀又は補強コンクリートブロック造の塀等の劣化及び損傷
 の状況

 鉄骨造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

 鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の外壁躯体の劣化
 及び損傷の状況

 外装仕上げ材等  タイル、石貼り等（乾式工法によるものを除く。）、モルタル等の劣化
 及び損傷の状況

 乾式工法によるタイル、石貼り等の劣化及び損傷の状況

 金属系パネル（帳壁を含む。）の劣化及び損傷の状況

 コンクリート系パネル（帳壁を含む。）の劣化及び損傷の状況

土台（木造に限る。） 土台の沈下等の状況

土台の劣化及び損傷の状況

外
壁

躯体等 外壁、軒裏及び外壁の開口部で延焼のおそれのある部分の防火
対策の状況

木造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

 組積造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

 補強コンクリートブロック造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況

屋上及び屋根

 屋上面  屋上面の劣化及び損傷の状況

 屋上周り（屋上面を除く。）  パラペットの立上り面の劣化及び損傷の状況

 笠木モルタル等の劣化及び損傷の状況

 金属笠木の劣化及び損傷の状況

 排水溝（ドレーンを含む。）の劣化及び損傷の状況

 窓サッシ等  サッシ等の劣化及び損傷の状況

 はめ殺し窓のガラスの固定の状況

 外壁に緊結された広告板、空調室外機等  機器本体の劣化及び損傷の状況

 支持部分等の劣化及び損傷の状況

建築物の内部

 防
 火
 区
 画

 令第112条第11項から第13項までに規定する区画の状況

 令第112条第１項、第4項、第５項又は第７項から第10項までの各項に規定する区画の状況

 令第112条第18項に規定する区画の状況

防火区画の外周部 令第112条第16項に規定する外壁等及び同条第17項に規定する
防火設備の処置の状況

 令第112条第16項に規定する外壁等及び同条第17項に規定する
 防火設備の劣化及び損傷の状況

屋根（屋上面を除く。） 屋根の防火対策の状況

屋根の劣化及び損傷の状況

機器及び工作物（冷却等設備、広告塔等） 機器、工作物本体及び接合部の劣化及び損傷の状況

支持部分等の劣化及び損傷の状況

 鉄骨の耐火被覆の劣化及び損傷の状況

 給水管、配電管その他の管又は風道の区画貫通部の充填等の処
 理の状況

令第114条に規定する界壁、間仕切壁及び隔
壁

令第114条に規定する界壁、間仕切壁及び隔壁の状況

令第128条の５各項に規定する建築物の壁の
室内に面する部分

室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況

壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分

躯体等 木造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 組積造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 補強コンクリートブロック造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化
 及び損傷の状況

 鉄骨造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の壁の室内に面す
 る部分の躯体の劣化及び損傷の状況

 耐火構造の壁又は準耐火構造の壁（防火区画
 を構成する壁等に限る。）

 準耐火性能等の確保の状況

 部材の劣化及び損傷の状況



要是正

既　存
不適格

4

(17) 　 

(18) 　 

(19) 　 　 

(20) 　 

(21) 　 

(22) 　 

(23) 　 　 

(24) 　 　 

(25) 　 

(26) 　 

(27) 　 

(28) 　 

(29) 　 

(30) 　 

(31) 　 

(32) 　 

(33) 　 

(34) 〇 1
(35) 〇 1
(36)

(37)

(38) 〇 1
(39) 〇 1
(40) 〇 1
(41) 〇 1
(42) 〇 1
(43) 〇 1

(44) 　 　 

(45) 　 　 

(46) 　 　 

(47) 　 　 

5

(1) 〇 1
(2) 〇 1
(3) 〇 1
(4) 〇 1
(5) 〇 1
(6) 　 

(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

(10) 　 

(11) 〇 1
(12) 〇 1
(13) 〇 1
(14) 〇 1
(15) 〇 1
(16) 　 

(17) 〇 1
(18) 〇 1
(19) 　 

(20) 　 

(21) 　 

(22) 　 

(23) 　 

(24) 　 

(25) 　 

(26) 　 

(27)

(28)

(29) 〇 　 1

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

建築物の内部

 天
 井

 令第128条の５各項に規定する建築物の天井
 の室内に面する部分

 室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況

 室内に面する部分の仕上げの劣化及び損傷の状況

 特定天井  特定天井の天井材の劣化及び損傷の状況

 床  躯体等  木造の床躯体の劣化及び損傷の状況

 鉄骨造の床躯体の劣化及び損傷の状況

 鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の床躯体の劣化及
 び損傷の状況

 耐火構造の床又は準耐火構造の床（防火区画
 を構成する床に限る。）

 準耐火性能等の確保の状況

 部材の劣化及び損傷の状況

 給水管、配電管その他の管又は風道の区画貫通部の充填等の処
 理の状況

照明器具、懸垂物等 照明器具、懸垂物等の落下防止対策の状況

防火設備又は戸の閉鎖の障害となる照明器具、懸垂物等の状況

 警報設備  警報設備の設置の状況

 警報設備の劣化及び損傷の状況

 防火設備（防火扉、防火シャッターその他これらに類
 するものに限る。）

 区画に対応した防火設備又は戸の設置の状況

 居室から地上へ通じる主たる廊下、階段その他の通路に設置され
 た防火設備又は戸におけるくぐり戸の設置の状況

 昭和48年建設省告示第2563号第１第１号ロに規定する基準への適
 合の状況

 防火扉又は戸の開放方向

 常閉防火設備等の本体と枠の劣化及び損傷の状況

 常閉防火設備等の閉鎖又は作動の状況

 常閉防火設備等の閉鎖又は作動の障害となる物品の放置の状況

 常閉防火扉等の固定の状況

 除去又は囲い込み若しくは封じ込めによる飛散防止措置の実施の
 状況

 囲い込み又は封じ込めによる飛散防止措置の劣化及び損傷の状
 況

居室の採光及び換気 採光のための開口部の面積の確保の状況

採光の妨げとなる物品の放置の状況

換気のための開口部の面積の確保の状況

換気設備の設置の状況

換気設備の作動の状況

換気の妨げとなる物品の放置の状況

避難施設等

令第120条第２項に規定する通路 令第120条第２項に規定する通路の確保の状況

廊下 幅の確保の状況

物品の放置の状況

 石綿等を添加した建築材料  吹付け石綿及び吹付けロックウールでその含有する石綿の重量が
 当該建築材料の重量の0.1パーセントを超えるもの（以下「吹付け
 石綿等」という。）の使用の状況

 吹付け石綿等の劣化の状況

出入口 出入口の確保の状況

物品の放置の状況

 屋上広場  屋上広場の確保の状況

 避難上有効なバルコニー  避難上有効なバルコニーの確保の状況

 手すり等の劣化及び損傷の状況

 物品の放置の状況

 避難器具の操作性の確保の状況

屋内と階段との間の防火区画の確保の状況

開放性の確保の状況

 特別避難階段  バルコニー又は付室の構造及び面積の確保の状況

 付室の排煙設備の設置の状況

 付室の排煙設備の作動の状況

 付室の外気に向かって開くことができる窓の状況

 物品の放置の状況

階
段

階段 直通階段の設置の状況

幅の確保の状況

手すりの設置の状況

物品の放置の状況

階段各部の劣化及び損傷の状況

 屋内に設けられた避難階段  階段室の構造の状況

屋外に設けられた避難階段

 排
 煙
 設
 備
 等

 防煙壁  防煙区画の設置の状況

 防煙垂れ壁の劣化及び損傷の状況

 可動式防煙垂れ壁の作動の状況

 排煙設備  排煙設備の設置の状況

 排煙設備の作動の状況

 自然排煙口の維持保全の状況



要是正

既　存
不適格

5

(30) 　 

(31) 　 

(32) 　 

(33) 　 

(34) 　 

(35) 　 

(36) 　 

(37) 　 

(38) 　 　 

(39) 　 　 

(40) 　 　 

6

(1) 　 

(2) 　 

(3) 　 

(4) 　 

(5) 　 

(6) 　 

(7) 　 

(8) 　 

(9) 　 

7

　 

　 

　 

□ 有り （1階　２階　　階） ■ 無し

番号
改善（予

定）年月

2(5) 未定

4(4) 未定

①
②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

番号 点　検　項　目

点検結果
担当

点検者
番号

指摘
なし

避難施設等

 特
 殊
 な
 構
 造

 等  膜構造建築物の膜体、取付部材等  膜体及び取付部材の劣化及び損傷の状況

 膜張力及びケーブル張力の状況

 免震構造建築物の免震層及び免震装置  免震装置の劣化及び損傷の状況（免震装置が可視状態にある場
 合に限る。）

 上部構造の可動の状況

 非常用エレベーターの作動の状況

 非常用の照明装置  非常用の照明装置の設置の状況

 非常用の照明装置の作動の状況

 照明の妨げとなる物品の放置の状況

その他

 そ
 の
 他
 の
 設
 備
 等

 非常用の進入口等  非常用の進入口等の設置の状況

 非常用の進入口等の維持保全の状況

 非常用エレベーター  乗降ロビーの構造及び面積の確保の状況

 乗降ロビーの排煙設備の設置の状況

 乗降ロビーの排煙設備の作動の状況

 乗降ロビーの付室の外気に向かって開くことができる窓の状況

 物品の放置の状況

上記以外の点検項目

その他確認事項 

法第12条第3項の規定による検査を要する防火設備の有無

特記事項

点検項目 指摘の具体的内容等 改善策の具体的内容等

 避雷設備  避雷針、避雷導線等の劣化及び損傷の状況

 煙
 突

 建築物に設ける煙突  煙突本体及び建築物との接合部の劣化及び損傷の状況

 付帯金物の劣化及び損傷の状況

 令第138条第１項第１号に掲げる煙突  煙突本体の劣化及び損傷の状況

 付帯金物の劣化及び損傷の状況

　外壁躯体等 　建設年度による判断　　　　(R04) 　既存不適格

　防火区画の外周部 　建設年度による判断　　　　(R04) 　既存不適格

（注意）

　この書類は、特殊建築物等ごとに作成してください。
　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加して記入するか、別紙に必要な事項を記入して添えてください。

　「当該点検に関与した点検者」欄は、建築基準法施行規則別記第36号の２様式第一面３欄に記入した点検者について記入し、「点検者番号」欄に点検者を特定で
きる番号、記号等を記入してください。当該建築物の点検を行った点検者が１人の場合は、その他の点検者欄は削除して構いません。

　該当しない点検項目がある場合は、当該項目の「番号」欄から「担当点検者番号」欄までを取消線で抹消してください。
　「点検結果」欄は、別表（い）欄に掲げる各点検項目ごとに記入してください。

　「特記事項」は、点検の結果、要是正の指摘があった場合のほか、指摘がない場合にあっても特記すべき事項がある場合に、該当する点検項目の番号、点検項目
を記入し、「指摘の具体的内容等」欄に指摘又は特記すべき事項の具体的内容を記入するとともに、改善済みの場合及び改善策が明らかになっている場合は「改善
策の具体的内容等」欄にその内容を記入し、改善した場合は「改善（予定）年月」欄に当該年月を記入し、改善予定年月が明らかになっている場合は「改善（予定）年
月」欄に当該年月を（　）書きで記入してください。

配置図及び各階平面図を様式建-4に従い添付し、指摘(特記すべき事項を含む）のあった箇所や撮影した写真の位置等を明記してください。

要是正とされた点検項目（既存不適格の場合を除く。）については、要是正とされた部分を撮影した写真を様式建-5に従い添付してください。

　「点検結果」欄のうち「要是正」欄は、別表（い）欄に掲げる調査項目について（は）欄に掲げる判定基準に該当する場合に○印を記入してください。

　「点検結果」欄のうち「指摘なし」欄は、⑥に該当しない場合に○印を記入してください。

　「既存不適格」欄は、「要是正」欄に○印を記入した場合で、建築基準法第３条第２項の規定の適用を受けているものであることが確認されたときは、○印を記入して
ください。

　「担当点検者番号」欄は、「点検に関与した点検者」欄で記入した番号、記号等を記入してください。ただし、当該建築物の点検を行った点検者が１人の場合は、記
入しなくても構いません。

　７「上記以外の点検項目」欄は、第１ただし書の規定により特定行政庁が点検項目を追加したときに、特定行政庁が追加した点検項目を追加し、⑤から⑧に準じて
点検結果等を記入してください。なお、これらの項目がない場合は、７は削除して構いません。

　「その他確認事項」は、法第12条第３項の規定による検査を要する随時閉鎖又は作動ができる防火設備の設置の有無を確認し、該当するチェック
ボックスに「レ」マークを入れてください。「有」の場合は、当該防火設備が設置されている階を記入してください。



ﾎﾟﾝﾌﾟ室

EXP･J▲

EXP･J▼

Ｃ棟

Ｄ棟

Ｂ棟

設備点検対象外

建築点検対象外

Ａ棟

＜美和中学校校舎に移設＞

－

項　目 Ａ棟 Ｂ棟 Ｃ棟

－－－

－－ －

－

－

－ － －

－ － －

－

火気使用室換気扇測定数

給食室（100㎡以上）

換気扇測定数

無窓の居室(集会所の居室)

非常用照明　設置数

非常用照明測定位置数

機械式排煙装置

設備定期点検の有無

建築設備対象　棟床面積

建築設備対象延べ床面積

防火シャッター

箇所数

－

－

－

－

８

115

－

－

－

－

－

箇所数

合計

－

－

－

－

－

－

－

－

－

Ｄ棟

662 1412,574

○ × ２× ○

－ ８

－

１１

※各延べ床面積は台帳からの数値

建築対象延べ床面積 ３３７７．００㎡

建築対象　棟床面積 662

建築定期点検の有無

1412,574 3,377

○ ○ × ○ ３

防火戸（随閉）

防火戸（常閉） －－ －１２

－－ － －

１１

１２

－

3,492

３４９２．００㎡

－

( 設不) ： ⑥ 給水ﾎ゚ ﾝﾌﾟ にｻﾋﾞ 及び漏水 ( H26)

( 建) 1-6： 24 ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞ ﾛｯｸ塀・ 門 6段積 ( R01)

施設名：足久保小学校

受　注　者：静岡設計監理協同組合

担当事務所：鞍智建築設計事務所

図面番号

図面名：配置図

01
点検担当者・資格：鞍智 勝利　一級建築士45165号

点検日

2022.08.10

足久保小学校 配置図

様式　建-4

令和４年度　静岡市建築物等定期点検【建築物】

書込凡例
　 2-10 ：数字は建築物点検による要是正点検項目番号を示す
　　①　：数字は建築物点検による写真番号を示す
　（建）：建築物点検項目に於ける要是正内容
（建不）：建築物点検に於ける不具合内容

　 2-10 ：数字は設備点検による要是正点検項目番号を示す
　　①　：数字は設備点検による写真番号を示す
　（設）：設備点検項目に於ける要是正内容
（設不）：設備点検に於ける不具合内容
（設保）：設備点検に於ける保全内容
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教材室 便所

図書室2

教材室 配膳室 便所

家庭科室

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室 放送室 配膳室 便所

普通教室 図書室1

昇降口 事務室

用
務
員
室

更
衣
室

給食
受領室

便所

職員室 校長室 会議室
印
刷
室

保健室 昇降口

理
科
準
備
室

理科室

普通教室 普通教室学習室3

普通教室 普通教室

（3-1）

（1-1）
学習室1

学習室2 学習室3

（4-1）

（5-1） （6-1）

（2-1）

渡り廊下

外国語ﾙｰﾑ

普通教室

(男) (女)

(男) (女)

(男) (女)

(男) (女)

生活科室

足久保小学校 Ａ棟平面図　S=1/500

配膳室

防 防

防 防

防 防

防
防 防給湯ﾎﾞｲﾗｰ

４階
屋上

３階

２階

１階

防

１

１

Ｇ１

◇

□

△

★１

３ｍ
延焼のおそれのある範囲

非常用照明（蛍光灯）

非常用照明（ＬＥＤ）

非常用照明　不点灯（要点検）

非常用照明　弱点灯（要点検）

非常用照明測定位置

排煙口測定位置

防火シャッター（防火扉）

空調機（屋内）

火気使用室及び無窓の居室

無窓の居室

非常用照明（白熱灯・その他）

凡例

ガス器具（コンロ・給湯器等）

換気フードⅡ型（ファン式）

換気フードⅠ型（天井扇含む）

換気フードなし（壁付換気扇）

換気煙突型

風量不足　換気扇類

測定対象外　換気扇類

誘導灯

電気コンロ

電気給湯器

● ●●

◎ ◎◎

火

無

◆■▲

ＡＣ

●

●

●

◇□△

Ｅ

Ｅ

＜美和中学校校舎に移設＞

( 設不) ： ③ 給水管ﾊ゙ ﾙﾌﾞ に錆 ( H28)

( 設不) ： ④ 実験台流し の排水ﾄﾗｯﾌﾟ ( 1ヵ 所) 紛失 ( H28)

( 設不) ： ⑤ 男子便所小便器の目皿( 1ヵ 所) 紛失 ( H28)

( 設保) ： ⑦ 換気扇よ り 異音 ( H29)

( 設不) ： ⑧ 男子便所大便器ﾛ ﾀーﾝｸにﾋﾋﾞ 割れ ( H29)

全体共通事項

( 建) 2-5： ④ 延焼の恐れのある 範囲内の開口部等が防火設備等の対応不備　 ( H22)

( 建) 2-10： ⑤ PH上裏のｺﾝｸﾘ ﾄー剥離 ( H28)

( 建不) ： ⑧ 階段床ﾋﾞ ﾆﾙｼ ﾄー剥離 ( H22)

( 建不) ： ⑪ 屋上PSの換気ｶﾞ ﾗﾘに錆 ( H28)

( 建不) ： ⑮ 屋上ﾄﾞ ﾚｲﾝ詰り  ( R01)

( 建不) ： ⑯ 巾木破損 ( R04)

( 建不) ： ⑰ 床のﾋﾋﾞ 割及び塗装剥離 ( R04)

( 建不) ： ⑫ 階段室手摺・ ｻｻﾗ桁の塗装剥離 ( H28)

( 建不) ： ⑭ 教室内窓手摺の塗装剥離 ( H28)

( 建) 4-10： ⑥ 内部壁ｸﾗｯｸ ( H22)

( 建不) ： ⑦ 内部壁の塗装剥離 ( H22)

( 建不) ： ⑱ 煙突取付金物破損 ( R04)

( 建) 4-10： ⑥ 内部壁ｸﾗｯｸ( 教室内腰壁・ 廊下・ 階段等)  ( H22)

( 建不) ： ⑦ 内部壁の塗装剥離( 教室内腰壁・ 廊下・ 階段)  ( H22)

( 建不) ： ⑨ 外壁塗装の浮き ・ 汚れ( 北側全体的)  ( H28)

( 建不) ： ⑩ 竪樋の塗装剥離及び支持金物に錆( 北側全体的)  ( H28)

( 建不) ： ⑫ 階段室手摺・ ｻｻﾗ桁の塗装剥離 ( H28)

( 建不) ： ⑭ 教室内窓手摺の塗装剥離 ( H28)

( 建不) ： ⑬ 天井の剥がれ ( H28)

施設名：足久保小学校

図面名：Ａ棟 平面図

受　注　者：静岡設計監理協同組合

担当事務所：鞍智建築設計事務所

図面番号

02
点検担当者・資格：鞍智 勝利　一級建築士45165号

点検日

2022.08.10

様式　建-4

令和４年度　静岡市建築物等定期点検【建築物】

書込凡例
　 2-10 ：数字は建築物点検による要是正点検項目番号を示す
　　①　：数字は建築物点検による写真番号を示す
　（建）：建築物点検項目に於ける要是正内容
（建不）：建築物点検に於ける不具合内容

　 2-10 ：数字は設備点検による要是正点検項目番号を示す
　　①　：数字は設備点検による写真番号を示す
　（設）：設備点検項目に於ける要是正内容
（設不）：設備点検に於ける不具合内容
（設保）：設備点検に於ける保全内容



Ｇ

□ □

□

△

△
△

ＡＣ ＡＣ

Ｄ棟

音楽教室児童ｸﾗﾌﾞ

２階１階

△ △

2,650 5,000

27,810

5,000 5,000 4,880 5,280
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1
,0
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90
0

3,
9
50

3
0
0

2,060

5,000

1,500

1,500

Ｃ棟

倉庫 更衣室 更衣室 便所 機械室

建築点検対象外

１階

1
8
,2

00

7
,0

00
4
,2

00
7
,0

0
0

28,400

36,400

1
5,

7
00

3,500

2
,5

0
0

4,500

玄関

体
育
器
具
庫

体
育
器
具
庫

体育室

渡り廊下

ｽﾃｰｼﾞ

放送室

Ｂ棟

足久保小学校 Ｂ・Ｃ・Ｄ棟平面図　S=1/500

設備点検対象外

＜美和中学校校舎に移設＞

１階

◇

□

△

● ●●

◎ ◎◎

◆■▲

●

●

●

◇□△

Ｅ

Ｅ

防

１

１

Ｇ１

１★

３ｍ
延焼のおそれのある範囲

非常用照明（蛍光灯）

非常用照明（ＬＥＤ）

非常用照明　不点灯（要点検）

非常用照明　弱点灯（要点検）

非常用照明測定位置

排煙口測定位置

防火シャッター（防火扉）

空調機（屋内）

火気使用室及び無窓の居室

無窓の居室

非常用照明（白熱灯・その他）

凡例

ガス器具（コンロ・給湯器等）

換気フードⅡ型（ファン式）

換気フードⅠ型（天井扇含む）

換気フードなし（壁付換気扇）

換気煙突型

風量不足　換気扇類

測定対象外　換気扇類

誘導灯

電気コンロ

電気給湯器

火

無

ＡＣ

( 建) 2-10： 外壁にｸﾗｯｸ ( H28)

( 建不) ： 外壁・ 上裏の塗装剥離 ( H28)

( 建) 2-10： 21 外壁にｸﾗｯｸ ( H28)

( 建不) ： 21 外壁・ 上裏の塗装剥離 ( H28)

施設名：足久保小学校

受　注　者：静岡設計監理協同組合

担当事務所：鞍智建築設計事務所

図面番号

図面名：Ｂ・Ｃ・Ｄ棟 平面図

03
点検担当者・資格：鞍智 勝利　一級建築士45165号

点検日

2022.08.10

様式　建-4

令和４年度　静岡市建築物等定期点検【建築物】

書込凡例
　 2-10 ：数字は建築物点検による要是正点検項目番号を示す
　　①　：数字は建築物点検による写真番号を示す
　（建）：建築物点検項目に於ける要是正内容
（建不）：建築物点検に於ける不具合内容

　 2-10 ：数字は設備点検による要是正点検項目番号を示す
　　①　：数字は設備点検による写真番号を示す
　（設）：設備点検項目に於ける要是正内容
（設不）：設備点検に於ける不具合内容
（設保）：設備点検に於ける保全内容



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

□ 要是正 □ その他

□ 要是正 □ その他

点検結果
校舎外観

　Ａ棟　北面全景

②
番号 指摘項目

特記事項

点検結果点検項目

点検項目
部位

足久保小学校 棟

　Ａ棟　東南面全景

校舎外観
部位

特記事項

A

番号 指摘項目

①

□ 要是正 □ その他校舎外観
点検結果

特記事項

　Ａ棟　屋上

点検項目
部位

番号 指摘項目

③



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

■ 要是正 □ その他

■ 要是正 □ その他

（既存不適格）

　剥離　　（H22）

番号 指摘項目

④
点検項目

2-10.⑤

躯体等

番号 指摘項目

　Ａ棟

　Ａ棟

　東階段ＰＨ上裏にｺﾝｸﾘｰﾄの

点検項目

　延焼の恐れのある範囲内の

　開口部等が防火設備等の

　対応不備

　建設年度による判断　(R04)

躯体等

特記事項

点検結果

特記事項

点検結果

足久保小学校 A 棟

2-5.
部位

部位

■ 要是正 □ その他

　剥離　　（H22）

(要調査改善)

　Ａ棟

　内部壁にｸﾗｯｸ　　 (H22)

(要調査改善)

部位
番号 指摘項目

特記事項

⑥ 4-10.
点検項目

躯体等

点検結果



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

□ 要是正 ■ その他

□ 要是正 ■ その他

足久保小学校 A 棟

　Ａ棟

　西階段床のﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ剥離

　(H22)

番号 指摘項目

⑦

部位

特記事項

点検結果

特記事項

部位
点検結果

　Ａ棟

　内部壁の塗装剥離　　(H22)

(要ｹﾚﾝ・再塗装)

不具合
点検項目

⑧
点検項目番号 指摘項目

不具合

□ 要是正 ■ その他

　Ａ棟

　外壁塗装の浮き・汚れ　(H25)

(要ｹﾚﾝ・再塗装)

⑨

特記事項

番号 指摘項目
部位

　(H22)

点検項目
不具合

点検結果

(要一定範囲の張替え)



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

□ 要是正 ■ その他

□ 要是正 ■ その他

足久保小学校 A 棟

　Ａ棟

　支持金物に錆　　（H28）

(要錆取り再塗装)

⑩

⑪

特記事項

番号 指摘項目 点検項目

　Ａ棟

　竪樋の塗装剥離及び

不具合

　屋上のＰＳの換気ｶﾞﾗﾘに錆

　（H28）

点検結果

部位
番号 指摘項目

不具合

点検項目 点検結果

特記事項

部位

□ 要是正 ■ その他

(要錆取り再塗装)

特記事項

部位
番号 指摘項目

(要錆取り再塗装)

不具合

　（H28）

　Ａ棟

　階段室手摺・ｻｻﾗ桁の

　塗装剥離　　（H28）

点検項目 点検結果
⑫



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

□ 要是正 ■ その他

□ 要是正 ■ その他

足久保小学校 A 棟

特記事項

点検結果

　4階配膳室の天井の剥がれ

　（H28）

(要調査改善)

点検結果

　Ａ棟

　Ａ棟

　教室内の窓手摺の塗装剥離

不具合

特記事項

　（H28）

部位
番号 指摘項目 点検項目
⑭

番号 指摘項目 点検項目
⑬ 不具合

部位

□ 要是正 ■ その他不具合

　A棟

　ﾄﾞﾚｲﾝ詰り　　（R01）

(要清掃)

点検結果

特記事項

　（H28）

(要錆取り再塗装)

部位
番号 指摘項目

⑮
点検項目



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

□ 要是正 ■ その他

■ 要是正 □ その他

指摘項目 点検項目 点検結果
⑰ 4-19

（要巾木貼替）

特記事項

　Ａ棟

　1階給食受領室床のﾋﾋﾞ割れ

　及び塗装剥離　　　(R04)

不具合

　Ａ棟

　1階給食受領室の巾木破損

　(R04)

点検結果

足久保小学校 A 棟

部位
番号 指摘項目 点検項目
⑯

特記事項

部位
番号

床躯体等

□ 要是正 ■ その他

　屋上煙突取付金物破損

　(R04)

特記事項

部位
番号 指摘項目 点検項目 点検結果
⑱ 不具合

　及び塗装剥離　　　(R04)

（要調査改善）

（要金物取替）

　Ａ棟



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

□ 要是正 □ その他

□ 要是正 □ その他体育館外観

　Ｂ棟　西側外観

　Ｂ棟　南側外観

足久保小学校 A 棟

体育館外観

番号 指摘項目

⑳
点検結果

特記事項

番号 指摘項目

特記事項

部位
点検項目 点検結果

⑲

部位
点検項目

■ 要是正 □ その他

　外壁にｸﾗｯｸ　　（H28）

(要調査改善)

特記事項

2-10.

指摘項目

　外壁・上裏の塗装剥離　　（H28）

点検結果
部位

点検項目番号
㉑

　Ｂ棟

(要再塗装)

躯体等



様式建－5 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（建築物） 関係写真
施設名

□ 要是正 □ その他

□ 要是正 □ その他

足久保小学校 B 棟

特別教室棟外観　

特別教室棟　

　Ｄ棟　内部屋根組

㉒

特記事項

部位
番号 指摘項目 点検項目 点検結果
㉓

　Ｄ棟　南東側全景

特記事項

部位
番号 指摘項目 点検項目 点検結果

■ 要是正 □ その他敷地　　塀・門

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 6段積み

部位
番号 指摘項目 点検項目 点検結果
24 1-6.

特記事項



（様式建-6） R０４改訂

Ⅶ テレビ等

（1） （3） （1） （3） － （3） （4） （5） （6） （5） （1-1） （1-2） （2） （1）

特
定
天
井

天
井
埋
込
形

F
I
X
窓

（
は
め
ご
ろ
し
窓

）

屋
内
運
動
場
の

横
連
窓

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
等

タ
イ
ル

A
L
C
パ
ネ
ル
等

サ
イ
デ

ィ
ン
グ
ボ
ー

ド
等

ガ
ラ
ス
ブ
ロ

ッ
ク

屋
内
運
動
場
等
の

ス
テ
ー

ジ
前
部
の
壁

放
送
機
器

（
ス
ピ
ー

カ
ー

等

）

体
育
器
具

（
バ
ス
ケ
ゴ
ー

ル

）

空
調
室
外
機

天
吊
り
エ
ア
コ
ン

、

テ
レ
ビ

、
図
掛

、
扇

風
機
等

① ① ③ ④ ① ② ③ ① ③ ① ② ① ② ① ① ③ ① ① ① ① ① ② ① ② ② ① ① ① ① ① ② ① ② ① ②

技
術
基
準
に
則
し
た
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

壁
際
の
野
縁
受
け
や
吊
り
ボ

ル
ト
の
配
置
は
適
切
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

吊
木
等
の
間
隔
は
適
当
か

、

耐
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

天
井
の
木
下
地
材
の
腐
朽

、

割
れ
は
見
当
た
ら
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

Ｔ
バ
ー

の
壁
際
に
吊
り
ボ
ル

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

器
具
の
吊
り
材
は
支
持
材
に

緊
結
さ
れ
て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

器
具
は
支
持
材
に
緊
結
さ
れ

て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

落
下
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
か

窓
ガ
ラ
ス
の
固
定
に
硬
化
性

パ
テ
を
使
用
し
て
い
な
い
か

窓
を
支
持
す
る
構
造
体
の
剛

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

破
損
・
落
下
等
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
か

伸
縮
目
地
が
適
切
な
間
隔
で

設
置
さ
れ
て
い
る
か

層
間
変
位
追
従
性
が
高
い
工

法
で
取
付
け
さ
れ
て
い
る
か

ボ
ー

ド
に
ず
れ

、
ひ
び
割
れ

等
は
見
当
た
ら
な
い
か

古
い
工
法
で
設
置
さ
れ
て
い

な
い
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

下
地
材
と
構
造
材
が
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

構
造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る

か 間
隔
は
十
分
か

カ
バ
ー

材
が
適
切
な
追
従
性

能
を
有
す
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

校舎Ａ棟 1 昇降口 ○ ○ ○ ○

-1 2 廊下 ○ ○ ○ ○

3 階段 ○

4 ﾄｲﾚ ○ ○ ○ ○

5 理科準備室 ○ ○ ○ ○ ○

6 理科室 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 廊下 ○ ○ ○ ○

8 階段 ○

9 ﾄｲﾚ ○ ○ ○ ○

10 外国語ﾙｰﾑ ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

11 第1図書室 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

12 廊下 ○ ○ ○ ○

13 階段 ○

14 ﾄｲﾚ ○ ○ ○ ○

15 学習室 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

16 家庭科室 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 廊下 ○ ○ ○ ○

18 階段 ○

19 ﾄｲﾚ ○ ○ ○ ○

20 普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

21 第2図書室 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

PH 22 階段 ○

23 屋上1

24 屋上2

25 東面 ○

26 南面 ○

27 北面 ○

28 運動場

29 東境界

30 南境界

31 西境界

32 北境界

33 その他

0

2

3

4

外部

図掛け金物固定

（2）

補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
等

1

図掛け金物固定

番号

（2）

在
来
／
軽
鉄
下
地

（3）

在
来
／
木
下
地

吊
り
下
げ
形

直
付
け
形

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
間
仕
切

組
積
造

④　各項目は、以下により記載する。
　　　○　異常なし。対策済み。
　　　△　異常あり。発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、次回改修時の対応で可。
　　　×　異常あり。要対策箇所。発災時に人に重大な被害を与える恐れあり。迅速な対応が必要。

⑤　「特記事項」欄は、点検の結果、特記すべき事項がある場合に、「具体的な異常個所等」を記入してください。

Ⅵ 設備機器 Ⅹ EXP・JⅡ 照明器具

評価×（要対策箇所）　計

特記事項
（具体的な異常箇所・状

態等）

（1） （2） （7）

棟 階 室名

Ⅰ 天井（外部は軒天）

シ
ス
テ
ム
天
井

Ⅺブロック塀等

 非構造部材の耐震点検・対策結果表

①　この書類は、特定建築物等ごとに作成してください。
②　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加等して記入してください。
③　該当しない項目がある場合は、当該項目を塗りつぶすか斜線で抹消してください。

　施設名称

　点検実施者氏名

足久保小学校　A棟-1(S44)

鞍智建築設計事務所　　　鞍智　勝利

E
X
P
・
J

Ⅲ 窓・ガラス

（4） （4） （1）

Ⅳ 外壁（外装材） Ⅴ 内壁（内装材）

（1）

扇風機固定方法不明

図掛け固定 ○

○ 異常なし。対策済み。

△ 要検討箇所。

点検対象物はあるが、天井裏が確認できない等

今後

点検方法の検討が必要な個所。

▲ 異常あり。

発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、

次回改修時の対応で可。

× 異常あり。要対策箇所。



（様式建-6） R０４改訂

Ⅶ テレビ等

（1） （3） （1） （3） － （3） （4） （5） （6） （5） （1-1） （1-2） （2） （1）

特
定
天
井

天
井
埋
込
形

F
I
X
窓

（
は
め
ご
ろ
し
窓

）

屋
内
運
動
場
の

横
連
窓

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
等

タ
イ
ル

A
L
C
パ
ネ
ル
等

サ
イ
デ

ィ
ン
グ
ボ
ー

ド
等

ガ
ラ
ス
ブ
ロ

ッ
ク

屋
内
運
動
場
等
の

ス
テ
ー

ジ
前
部
の
壁

放
送
機
器

（
ス
ピ
ー

カ
ー

等

）

体
育
器
具

（
バ
ス
ケ
ゴ
ー

ル

）

空
調
室
外
機

天
吊
り
エ
ア
コ
ン

、

テ
レ
ビ

、
図
掛

、
扇

風
機
等

① ① ③ ④ ① ② ③ ① ③ ① ② ① ② ① ① ③ ① ① ① ① ① ② ① ② ② ① ① ① ① ① ② ① ② ① ②

技
術
基
準
に
則
し
た
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

壁
際
の
野
縁
受
け
や
吊
り
ボ

ル
ト
の
配
置
は
適
切
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

吊
木
等
の
間
隔
は
適
当
か

、

耐
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

天
井
の
木
下
地
材
の
腐
朽

、

割
れ
は
見
当
た
ら
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

Ｔ
バ
ー

の
壁
際
に
吊
り
ボ
ル

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

器
具
の
吊
り
材
は
支
持
材
に

緊
結
さ
れ
て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

器
具
は
支
持
材
に
緊
結
さ
れ

て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

落
下
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
か

窓
ガ
ラ
ス
の
固
定
に
硬
化
性

パ
テ
を
使
用
し
て
い
な
い
か

窓
を
支
持
す
る
構
造
体
の
剛

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

破
損
・
落
下
等
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
か

伸
縮
目
地
が
適
切
な
間
隔
で

設
置
さ
れ
て
い
る
か

層
間
変
位
追
従
性
が
高
い
工

法
で
取
付
け
さ
れ
て
い
る
か

ボ
ー

ド
に
ず
れ

、
ひ
び
割
れ

等
は
見
当
た
ら
な
い
か

古
い
工
法
で
設
置
さ
れ
て
い

な
い
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

下
地
材
と
構
造
材
が
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

構
造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る

か 間
隔
は
十
分
か

カ
バ
ー

材
が
適
切
な
追
従
性

能
を
有
す
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

校舎Ａ棟 1 事務室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天吊りｴｱｺﾝ・屋外機犬走り固定

-2 2 用務員室 ○ ○ ○ ○

3 更衣室 ○ ○ ○

4 給食受領室 ○ ○ ○

5 廊下 ○ ○ ○ ○

6 保健室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天吊りｴｱｺﾝ・屋外機犬走り固定

7 印刷室 ○ ○ ○ ○

8 会議室 ○ ○ ○ ○

9 校長室 ○ ○ ○ ○ ○ 天吊りｴｱｺﾝ・屋外機犬走り固定

10 廊下 ○ ○ ○ ○

11 学習室 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

12 普通教室 ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

13 廊下 ○ ○ ○ ○

14 生活科 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

15 普通教室 ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

16 廊下 ○ ○ ○ ○

17 学習室 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

18 普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

19 屋上

20 南面 ○

21 北面 △ ○

0

1

2

3

4

外部

棟 階 室名

Ⅰ 天井（外部は軒天） Ⅱ 照明器具

（4） （1） （2）（2）

在
来
／
軽
鉄
下
地

（3）

在
来
／
木
下
地

番号

 非構造部材の耐震点検・対策結果表

　施設名称 足久保小学校　A棟-2(S52)

　点検実施者氏名 鞍智建築設計事務所　　　鞍智　勝利

（1） （1） （2）

Ⅲ 窓・ガラス Ⅳ 外壁（外装材） Ⅴ 内壁（内装材） Ⅵ 設備機器 Ⅹ EXP・J Ⅺブロック塀等

（7）

③　該当しない項目がある場合は、当該項目を塗りつぶすか斜線で抹消してください。

④　各項目は、以下により記載する。
　　　○　異常なし。対策済み。
　　　△　異常あり。発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、次回改修時の対応で可。
　　　×　異常あり。要対策箇所。発災時に人に重大な被害を与える恐れあり。迅速な対応が必要。

⑤　「特記事項」欄は、点検の結果、特記すべき事項がある場合に、「具体的な異常個所等」を記入してください。

E
X
P
・
J

組
積
造

補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
等

評価×（要対策箇所）　計

①　この書類は、特定建築物等ごとに作成してください。
②　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加等して記入してください。

シ
ス
テ
ム
天
井

吊
り
下
げ
形

直
付
け
形

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
間
仕
切

特記事項
（具体的な異常箇所・状態

等）

（4）

扇風機固定方法不明

図掛け固定 ○

○ 異常なし。対策済み。

△ 要検討箇所。

点検対象物はあるが、天井裏が確認できない等

今後

点検方法の検討が必要な個所。

▲ 異常あり。

発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、

次回改修時の対応で可。

× 異常あり。要対策箇所。



（様式建-6） R０４改訂

Ⅶ テレビ等

（1） （3） （1） （3） － （3） （4） （5） （6） （5） （1-1） （1-2） （2） （1）

特
定
天
井

天
井
埋
込
形

F
I
X
窓

（
は
め
ご
ろ
し
窓

）

屋
内
運
動
場
の

横
連
窓

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
等

タ
イ
ル

A
L
C
パ
ネ
ル
等

サ
イ
デ

ィ
ン
グ
ボ
ー

ド
等

ガ
ラ
ス
ブ
ロ

ッ
ク

屋
内
運
動
場
等
の

ス
テ
ー

ジ
前
部
の
壁

放
送
機
器

（
ス
ピ
ー

カ
ー

等

）

体
育
器
具

（
バ
ス
ケ
ゴ
ー

ル

）

空
調
室
外
機

天
吊
り
エ
ア
コ
ン

、

テ
レ
ビ

、
図
掛

、
扇

風
機
等

① ① ③ ④ ① ② ③ ① ③ ① ② ① ② ① ① ③ ① ① ① ① ① ② ① ② ② ① ① ① ① ① ② ① ② ① ②

技
術
基
準
に
則
し
た
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

壁
際
の
野
縁
受
け
や
吊
り
ボ

ル
ト
の
配
置
は
適
切
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

吊
木
等
の
間
隔
は
適
当
か

、

耐
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

天
井
の
木
下
地
材
の
腐
朽

、

割
れ
は
見
当
た
ら
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

Ｔ
バ
ー

の
壁
際
に
吊
り
ボ
ル

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

器
具
の
吊
り
材
は
支
持
材
に

緊
結
さ
れ
て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

器
具
は
支
持
材
に
緊
結
さ
れ

て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

落
下
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
か

窓
ガ
ラ
ス
の
固
定
に
硬
化
性

パ
テ
を
使
用
し
て
い
な
い
か

窓
を
支
持
す
る
構
造
体
の
剛

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

破
損
・
落
下
等
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
か

伸
縮
目
地
が
適
切
な
間
隔
で

設
置
さ
れ
て
い
る
か

層
間
変
位
追
従
性
が
高
い
工

法
で
取
付
け
さ
れ
て
い
る
か

ボ
ー

ド
に
ず
れ

、
ひ
び
割
れ

等
は
見
当
た
ら
な
い
か

古
い
工
法
で
設
置
さ
れ
て
い

な
い
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

下
地
材
と
構
造
材
が
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

構
造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る

か 間
隔
は
十
分
か

カ
バ
ー

材
が
適
切
な
追
従
性

能
を
有
す
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

校舎Ａ棟 1 昇降口 ○ ○ 　　 ○

-3 2 廊下 ○ ○ ○ ○

3 階段 ○

4 職員室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天吊りｴｱｺﾝ・屋外機犬走り固定

5 廊下 ○ ○ ○ ○

6 階段 ○

7 普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 天吊りｴｱｺﾝ・屋外機犬走り固定

8 放送室 ○ ○ ○ ○ ○

9 配膳室 ○ ○ ○

10 廊下 ○ ○ ○ ○

11 階段 ○

12 普通教室 ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

13 教材室 ○ ○ ○

14 配膳室 ○ ○ ○

15 廊下 ○ ○ ○ ○

16 階段 ○

17 普通教室 ○ ○ ○ ○ 下欄外示す

18 教材室 ○ ○

19
図画工作
準備室

○ ○

PH 20 階段 ○

21 屋上

22 西面 ○

23 南面 △ ○

24 北面 ○

0

外部

1

2

3

4

棟 階 室名

Ⅰ 天井（外部は軒天） Ⅱ 照明器具

（4） （1） （2）

番号

（2）

在
来
／
軽
鉄
下
地

（3）

在
来
／
木
下
地

 非構造部材の耐震点検・対策結果表

　施設名称 足久保小学校　A棟-3(S53)

　点検実施者氏名 鞍智建築設計事務所　　　鞍智　勝利

（1） （1） （2）

Ⅲ 窓・ガラス Ⅳ 外壁（外装材） Ⅴ 内壁（内装材） Ⅵ 設備機器 Ⅹ EXP・J Ⅺブロック塀等

（7）

③　該当しない項目がある場合は、当該項目を塗りつぶすか斜線で抹消してください。

④　各項目は、以下により記載する。
　　　○　異常なし。対策済み。
　　　△　異常あり。発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、次回改修時の対応で可。
　　　×　異常あり。要対策箇所。発災時に人に重大な被害を与える恐れあり。迅速な対応が必要。

⑤　「特記事項」欄は、点検の結果、特記すべき事項がある場合に、「具体的な異常個所等」を記入してください。

E
X
P
・
J

組
積
造

補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
等

評価×（要対策箇所）　計

①　この書類は、特定建築物等ごとに作成してください。
②　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加等して記入してください。

シ
ス
テ
ム
天
井

吊
り
下
げ
形

直
付
け
形

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
間
仕
切

特記事項
（具体的な異常箇所・状態

等）

（4）

扇風機固定方法不明

図掛け固定 ○

○ 異常なし。対策済み。

△ 要検討箇所。

点検対象物はあるが、天井裏が確認できない等

今後

点検方法の検討が必要な個所。

▲ 異常あり。

発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、

次回改修時の対応で可。

× 異常あり。要対策箇所。



（様式建-6） R０４改訂

Ⅶ テレビ等

（1） （3） （1） （3） － （3） （4） （5） （6） （5） （1-1） （1-2） （2） （1）

特
定
天
井

天
井
埋
込
形

F
I
X
窓

（
は
め
ご
ろ
し
窓

）

屋
内
運
動
場
の

横
連
窓

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
等

タ
イ
ル

A
L
C
パ
ネ
ル
等

サ
イ
デ

ィ
ン
グ
ボ
ー

ド
等

ガ
ラ
ス
ブ
ロ

ッ
ク

屋
内
運
動
場
等
の

ス
テ
ー

ジ
前
部
の
壁

放
送
機
器

（
ス
ピ
ー

カ
ー

等

）

体
育
器
具

（
バ
ス
ケ
ゴ
ー

ル

）

空
調
室
外
機

天
吊
り
エ
ア
コ
ン

、

テ
レ
ビ

、
図
掛

、
扇

風
機
等

① ① ③ ④ ① ② ③ ① ③ ① ② ① ② ① ① ③ ① ① ① ① ① ② ① ② ② ① ① ① ① ① ② ① ② ① ②

技
術
基
準
に
則
し
た
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

壁
際
の
野
縁
受
け
や
吊
り
ボ

ル
ト
の
配
置
は
適
切
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

吊
木
等
の
間
隔
は
適
当
か

、

耐
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

天
井
の
木
下
地
材
の
腐
朽

、

割
れ
は
見
当
た
ら
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

Ｔ
バ
ー

の
壁
際
に
吊
り
ボ
ル

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

器
具
の
吊
り
材
は
支
持
材
に

緊
結
さ
れ
て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

器
具
は
支
持
材
に
緊
結
さ
れ

て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

落
下
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
か

窓
ガ
ラ
ス
の
固
定
に
硬
化
性

パ
テ
を
使
用
し
て
い
な
い
か

窓
を
支
持
す
る
構
造
体
の
剛

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

破
損
・
落
下
等
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
か

伸
縮
目
地
が
適
切
な
間
隔
で

設
置
さ
れ
て
い
る
か

層
間
変
位
追
従
性
が
高
い
工

法
で
取
付
け
さ
れ
て
い
る
か

ボ
ー

ド
に
ず
れ

、
ひ
び
割
れ

等
は
見
当
た
ら
な
い
か

古
い
工
法
で
設
置
さ
れ
て
い

な
い
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

下
地
材
と
構
造
材
が
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

構
造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る

か 間
隔
は
十
分
か

カ
バ
ー

材
が
適
切
な
追
従
性

能
を
有
す
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

校舎Ａ棟 2 1 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ室 △ ○ △ ○ ○ △ △ △ △

-4 2 屋上

2 北面

Ⅲ 窓・ガラス Ⅳ 外壁（外装材） Ⅴ 内壁（内装材） Ⅵ 設備機器

      

（4） （1） （1） （2）

番号

外部

（2）

在
来
／
軽
鉄
下
地

（3）

在
来
／
木
下
地

③　該当しない項目がある場合は、当該項目を塗りつぶすか斜線で抹消してください。

④　各項目は、以下により記載する。
　　　○　異常なし。対策済み。
　　　△　異常あり。発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、次回改修時の対応で可。
　　　×　異常あり。要対策箇所。発災時に人に重大な被害を与える恐れあり。迅速な対応が必要。

 非構造部材の耐震点検・対策結果表

　施設名称 足久保小学校　A棟-4(H01)

　点検実施者氏名 鞍智建築設計事務所　　　鞍智　勝利

棟 階 室名

Ⅰ 天井（外部は軒天） Ⅱ 照明器具

         （1） （2）

0

⑤　「特記事項」欄は、点検の結果、特記すべき事項がある場合に、「具体的な異常個所等」を記入してください。

E
X
P
・
J

組
積
造

補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
等

評価×（要対策箇所）　計

①　この書類は、特定建築物等ごとに作成してください。
②　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加等して記入してください。

シ
ス
テ
ム
天
井

吊
り
下
げ
形

直
付
け
形

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
間
仕
切

特記事項
（具体的な異常箇所・状

態等）

Ⅹ EXP・J Ⅺブロック塀等

（7）

コンピーター室点検口なし点検不能

○ 異常なし。対策済み。

△ 要検討箇所。

点検対象物はあるが、天井裏が確認できない等今

後

点検方法の検討が必要な個所。

▲ 異常あり。

発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、

次回改修時の対応で可。

× 異常あり。要対策箇所。



（様式建-6） R０４改訂

Ⅶ テレビ等

（1） （3） （1） （3） － （3） （4） （5） （6） （5） （1-1） （1-2） （2） （1）

特
定
天
井

天
井
埋
込
形

F
I
X
窓

（
は
め
ご
ろ
し
窓

）

屋
内
運
動
場
の

横
連
窓

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
等

タ
イ
ル

A
L
C
パ
ネ
ル
等

サ
イ
デ

ィ
ン
グ
ボ
ー

ド
等

ガ
ラ
ス
ブ
ロ

ッ
ク

屋
内
運
動
場
等
の

ス
テ
ー

ジ
前
部
の
壁

放
送
機
器

（
ス
ピ
ー

カ
ー

等

）

体
育
器
具

（
バ
ス
ケ
ゴ
ー

ル

）

空
調
室
外
機

天
吊
り
エ
ア
コ
ン

、

テ
レ
ビ

、
図
掛

、
扇

風
機
等

① ① ③ ④ ① ② ③ ① ③ ① ② ① ② ① ① ③ ① ① ① ① ① ② ① ② ② ① ① ① ① ① ② ① ② ① ②

技
術
基
準
に
則
し
た
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

壁
際
の
野
縁
受
け
や
吊
り
ボ

ル
ト
の
配
置
は
適
切
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

吊
木
等
の
間
隔
は
適
当
か

、

耐
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

天
井
の
木
下
地
材
の
腐
朽

、

割
れ
は
見
当
た
ら
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

Ｔ
バ
ー

の
壁
際
に
吊
り
ボ
ル

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

器
具
の
吊
り
材
は
支
持
材
に

緊
結
さ
れ
て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

器
具
は
支
持
材
に
緊
結
さ
れ

て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

落
下
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
か

窓
ガ
ラ
ス
の
固
定
に
硬
化
性

パ
テ
を
使
用
し
て
い
な
い
か

窓
を
支
持
す
る
構
造
体
の
剛

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

破
損
・
落
下
等
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
か

伸
縮
目
地
が
適
切
な
間
隔
で

設
置
さ
れ
て
い
る
か

層
間
変
位
追
従
性
が
高
い
工

法
で
取
付
け
さ
れ
て
い
る
か

ボ
ー

ド
に
ず
れ

、
ひ
び
割
れ

等
は
見
当
た
ら
な
い
か

古
い
工
法
で
設
置
さ
れ
て
い

な
い
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

下
地
材
と
構
造
材
が
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

構
造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る

か 間
隔
は
十
分
か

カ
バ
ー

材
が
適
切
な
追
従
性

能
を
有
す
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

校舎B棟 1 玄関 △ ○ ○ ○

2 器具庫 ○

3 器具庫 ○

4 体育室 ○ ○ ○ ○

5 放送室 △ ○ △ △

6 ｽﾃｰｼﾞ △ ○ △ ○ △

7 屋根 △

8 東面 △

9 西面 △ ○ ○

10 南面 △ ○ ○

11 北面 △ ○ ○

0

組
積
造

補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
等

 非構造部材の耐震点検・対策結果表

①　この書類は、特定建築物等ごとに作成してください。

外部

（2）

在
来
／
軽
鉄
下
地

（3）

在
来
／
木
下
地

（1）

Ⅵ 設備機器 Ⅹ EXP・J

番号

1

③　該当しない項目がある場合は、当該項目の欄までを塗りつぶすか斜線で抹消してください。

　施設名称

　点検実施者氏名

足久保小学校（B棟）

鞍智建築設計事務所　　　鞍智　勝利

E
X
P
・
J

評価×（要対策箇所）　計

特記事項
（具体的な異常箇所・状

態等）

（4） （1） （2）

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
間
仕
切

（4）

②　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加等して記入してください。

棟

④　各項目は、以下により記載する。
　　　○　異常なし。対策済み。
　　　△　異常あり。発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、次回改修時の対応で可。
　　　×　異常あり。要対策箇所。発災時に人に重大な被害を与える恐れあり。迅速な対応が必要。

⑤　「特記事項」欄は、点検の結果、特記すべき事項がある場合に、「具体的な異常個所等」を記入してください。

階 室名

Ⅰ 天井（外部は軒天） Ⅱ 照明器具 Ⅳ 外壁（外装材） Ⅴ 内壁（内装材）

吊
り
下
げ
形

直
付
け
形

Ⅺブロック塀等

（1） （2）

シ
ス
テ
ム
天
井

Ⅲ 窓・ガラス

（7）

○ 異常なし。対策済み。

△ 要検討箇所。

点検対象物はあるが、天井裏が確認できない等

今後

点検方法の検討が必要な個所。

▲ 異常あり。

発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、

次回改修時の対応で可。

× 異常あり。要対策箇所。



（様式建-6） R０４改訂

Ⅶ テレビ等

（1） （3） （1） （3） － （3） （4） （5） （6） （5） （1-1） （1-2） （2） （1）

特
定
天
井

天
井
埋
込
形

F
I
X
窓

（
は
め
ご
ろ
し
窓

）

屋
内
運
動
場
の

横
連
窓

ラ
ス
モ
ル
タ
ル
等

タ
イ
ル

A
L
C
パ
ネ
ル
等

サ
イ
デ

ィ
ン
グ
ボ
ー

ド
等

ガ
ラ
ス
ブ
ロ

ッ
ク

屋
内
運
動
場
等
の

ス
テ
ー

ジ
前
部
の
壁

放
送
機
器

（
ス
ピ
ー

カ
ー

等

）

体
育
器
具

（
バ
ス
ケ
ゴ
ー

ル

）

空
調
室
外
機

天
吊
り
エ
ア
コ
ン

、

テ
レ
ビ

、
図
掛

、
扇

風
機
等

① ① ③ ④ ① ② ③ ① ③ ① ② ① ② ① ① ③ ① ① ① ① ① ② ① ② ② ① ① ① ① ① ② ① ② ① ②

技
術
基
準
に
則
し
た
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

壁
際
の
野
縁
受
け
や
吊
り
ボ

ル
ト
の
配
置
は
適
切
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

吊
木
等
の
間
隔
は
適
当
か

、

耐
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

天
井
の
木
下
地
材
の
腐
朽

、

割
れ
は
見
当
た
ら
な
い
か

天
井
材
に
ず
れ

、
漏
水
跡
等

が
見
当
た
ら
な
い
か

Ｔ
バ
ー

の
壁
際
に
吊
り
ボ
ル

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

折
れ
曲
が
り
天
井
に
な

っ
て

い
な
い
か

器
具
の
吊
り
材
は
支
持
材
に

緊
結
さ
れ
て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

器
具
は
支
持
材
に
緊
結
さ
れ

て
い
る
か

屋
内
運
動
場
等
で
は
落
下
防

止
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
か

落
下
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て

い
る
か

窓
ガ
ラ
ス
の
固
定
に
硬
化
性

パ
テ
を
使
用
し
て
い
な
い
か

窓
を
支
持
す
る
構
造
体
の
剛

性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

破
損
・
落
下
等
の
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
か

伸
縮
目
地
が
適
切
な
間
隔
で

設
置
さ
れ
て
い
る
か

層
間
変
位
追
従
性
が
高
い
工

法
で
取
付
け
さ
れ
て
い
る
か

ボ
ー

ド
に
ず
れ

、
ひ
び
割
れ

等
は
見
当
た
ら
な
い
か

古
い
工
法
で
設
置
さ
れ
て
い

な
い
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

適
切
な
仕
様
で
設
置
さ
れ
て

い
る
か

鉄
筋
が
適
切
に
配
置
さ
れ
構

造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る
か

下
地
材
と
構
造
材
が
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

機
器
類
は
支
持
材
に
緊
結
さ

れ
て
い
る
か

構
造
体
に
緊
結
さ
れ
て
い
る

か 間
隔
は
十
分
か

カ
バ
ー

材
が
適
切
な
追
従
性

能
を
有
す
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

塀
に
亀
裂

、
傾
き

、
ぐ
ら
つ

き

、
錆
汁
等
の
異
常
は
見
当
た

ら
な
い
か

技
術
基
準
に
則
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
か

校舎Ｄ棟 1 玄関 △ △ ○ △ ○

2 階段 ○

3 廊下 ○ ○ ○ ○ ○

4 （児童ｸﾗﾌﾞ） 対象外

5 階段　 ○ ○

6 倉庫 ○ ○ ○ ○

7 音楽室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 屋根

9 東面

10 西面

11 南面

12 北面

Ⅳ 外壁（外装材） Ⅴ 内壁（内装材） Ⅵ 設備機器 Ⅹ EXP・J

特記事項
（具体的な異常箇所・状

態等）

Ⅺブロック塀等

（7） （4） （1） （1） （2）

E
X
P
・
J

組
積
造

補
強
コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
造
等

 非構造部材の耐震点検・対策結果表

　施設名称 足久保小学校（D棟）

　点検実施者氏名 鞍智建築設計事務所　　　鞍智　勝利

Ⅲ 窓・ガラス

棟 階 室名

Ⅰ 天井（外部は軒天） Ⅱ 照明器具

（4） （1） （2）

番号

（2）

在
来
／
軽
鉄
下
地

（3）

在
来
／
木
下
地

シ
ス
テ
ム
天
井

吊
り
下
げ
形

直
付
け
形

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク

内外共ｴｱｺﾝ固定 OK

コ
ン
ク
リ
ー

ト

ブ
ロ

ッ
ク
間
仕
切

⑤　「特記事項」欄は、点検の結果、特記すべき事項がある場合に、「具体的な異常個所等」を記入してください。

②　記入欄が不足する場合は、枠を拡大、行を追加等して記入してください。
③　該当しない項目がある場合は、当該項目を塗りつぶすか斜線で抹消してください。

④　各項目は、以下により記載する。
　　　○　異常なし。対策済み。
　　　△　異常あり。発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、次回改修時の対応で可。
　　　×　異常あり。要対策箇所。発災時に人に重大な被害を与える恐れあり。迅速な対応が必要。

評価×（要対策箇所）　計

①　この書類は、特定建築物等ごとに作成してください。

全面木造

1

2

外部

0

○ 異常なし。対策済み。

△ 要検討箇所。

点検対象物はあるが、天井裏が確認できない等

今後

点検方法の検討が必要な個所。

▲ 異常あり。

発災時に人に重大な被害を与える恐れが低く、

次回改修時の対応で可。

× 異常あり。要対策箇所。



CB6段積み
門柱共

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

令和４年度　静岡市建築物等定期点検【非構造部材等】

施設名：足久保小学校

受　注　者：静岡設計監理協同組合

担当事務所：鞍智建築設計事務所

点検担当者・資格：鞍智 勝利　一級建築士45165号

点検日

2022.08.10

図面番号

図面名：配置図

01

Ｂ棟

様式　建ｰ7

足久保小学校 配置図
＜美和中学校校舎に移設＞

Ｄ棟
24年

01年
53年

52年

Ａ棟

44年53年

51年

③
④

⑤⑥

⑧

①

②

⑦

⑨

北境界

西境界

南境界

東境界

書込凡例

　　①　：写真番号を示す

 Ⅰ(2)①：異常がある個所の点検項目番号を示す

　　１　：室番を示す

凡例

CB

EXP-J ▲

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ壁4段以上

ｴｸｽﾊﾟﾝｼｮﾝ･ｼﾞｮｲﾝﾄ

※異常がある箇所は赤色で記載する

写真番号②

28
29

30

31

32



１階

ＰＨ

４階

３階

２階

足久保小学校 Ａ棟平面図　S=1/500
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配膳室

放送室

配膳室

配膳室教材室

教材室

3
昭和53年度 昭和52年度

2 1
昭和44年度

昭和53年度

3
昭和44年度

1

昭和53年度

3
昭和52年度

2
昭和44年度

1

昭和53年度

3
昭和53年度

平成１年度

4 3
昭和53年度

3
昭和53年度

昭和44年度
1

昭和52年度

2
昭和53年度

3

昭和44年度
1

昭和52年度

2
昭和53年度

3

＜美和中学校校舎に移設＞

西面 東面

北面 北面 北面

南面 南面南面

北面

屋上1

屋上2

20

21

22

23

24

2

23

25

26

27

24

Ⅱ(1)①:

I(3)①:

Ⅶ(1)①:

I(2)①:

I(3)①:

Ⅶ(1)①:
Ⅱ(1)①:

Ⅵ(2)①:

Ⅶ(1)①:
Ⅱ(1)①:

I(2)①:

①

③
②

①

①
②
③

②
③
④

　　１　：室番を示す

書込凡例

　　①　：写真番号を示す

 Ⅰ(2)①：異常がある個所の点検項目番号を示す

⑥：写真番号

凡例

エキスパンション・ジョイント

空調室外機(吊り･壁面)床面設置は「ACO」

時計（天井吊り）壁付は「時」

放送器具（天井設置）壁付は「放」

扇風機（天吊）壁掛けは「扇」

テレビ（天吊）壁掛は「TV」

エアコン（天吊）壁掛は「AC」

天井換気扇（ロスナイ含）

図掛金物等（時計付含）

照明器具（埋込）ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ等含

照明器具（直付）ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ等含　壁付｢照｣

照明器具（吊下げ）ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ灯等含

天井点検口（天井裏確認済）

天井点検口

※異常がある箇所は赤色で記載する

凸

凹

■

ACO

⊥

□

AC

TV

扇

放

時

▼EXP.J

※天井付鏡・ｽｸﾘｰﾝBOXは記入する

施設名：足久保小学校

図面名：Ａ棟 平面図

受　注　者：静岡設計監理協同組合

担当事務所：鞍智建築設計事務所

点検担当者・資格：鞍智 勝利　一級建築士45165号

点検日

図面番号

02

令和４年度　静岡市建築物等定期点検【非構造部材等】

2022.08.10

様式　建-7
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照

照 照

放 ■

■凹

令和４年度　静岡市建築物等定期点検【非構造部材等】

施設名：足久保小学校

受　注　者：静岡設計監理協同組合

担当事務所：鞍智建築設計事務所

点検担当者・資格：鞍智 勝利　一級建築士45165号

点検日

2022.08.10

図面番号

03

図面名：Ｂ・Ｄ棟 平面図

Ｂ棟 １階

8
,
0
0
0

ACO ACO

放 凸

1
,
0
0
0

5
,
0
0
0

照

12 ,0 0 0 3 ,2 00

Ｄ棟 １階 Ｄ棟 ２階

体
育
器
具
庫

体
育
器
具
庫

放
送
室

玄関

ｺﾞｰﾙｺﾞｰﾙ

ｺﾞｰﾙ ｺﾞｰﾙ

ｺﾞｰﾙ ｺﾞｰﾙ

凸凸

凸
ｽﾃｰｼﾞ体育室

音楽室
階段

＜対象外＞
児童ｸﾗﾌﾞ

階段

玄関

昭和51年

平成24年

様式　建-7

足久保小学校 Ｂ・Ｄ棟平面図　S=1/500

＜美和中学校校舎に移設＞

I(2)①:

Ⅱ(3)①:

①
②

Ⅵ(1-2)①:

Ⅵ(1-2)①:

Ⅵ(1-1)①:

③

④

Ⅱ(1)①:⑤

⑥

倉
庫

I(3)①:⑤⑥
Ⅱ(2)①:③Ⅵ(1-1)①:

Ⅵ(1-1)①:④

②

① Ｄ棟全景

北面

西面

南面

東面
8

8

10

11

北面

南面

西面 東面
9

10

11

12

書込凡例

　　①　：写真番号を示す

 Ⅰ(2)①：異常がある個所の点検項目番号を示す

　　１　：室番を示す

凡例

■

凸

凹

⊥

□

AC

TV

扇

放

時

ACO

▼EXP.J

※異常がある箇所は赤色で記載する
※天井付鏡・ｽｸﾘｰﾝBOXは記入する
⑥：写真番号

エキスパンション・ジョイント

空調室外機(吊り･壁面)床面設置は「ACO」

時計（天井吊り）壁付は「時」

放送器具（天井設置）壁付は「放」

扇風機（天吊）壁掛けは「扇」

テレビ（天吊）壁掛は「TV」

エアコン（天吊）壁掛は「AC」

天井換気扇（ロスナイ含）

図掛金物等（時計付含）

照明器具（埋込）ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ等含

照明器具（直付）ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ等含　壁付｢照｣

照明器具（吊下げ）ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ灯等含

天井点検口（天井裏確認済）

天井点検口

屋根 7

屋根 8



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり □

足久保小学校　外部

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
① 校門～西側ﾌｪﾝｽ 要検討

特記事項

　　校門から南側

　RC造基礎＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
② 西側フェンス 要検討

特記事項

　RC造基礎＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

□ 異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
③ 南西角部分 要検討

特記事項

　RC造基礎＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり □

足久保小学校　外部

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
④ 南側隣地境フェンス 要検討

特記事項

　RC造基礎＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑤ 足久保川側フェンス及びプールＲＣ壁 要検討

特記事項

　RC造壁＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

□ 異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑥ 北側隣地境フェンス及びプールＲＣ壁 要検討

特記事項

　RC造壁＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり ■

足久保小学校　外部

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑦ 西側プールＲＣ壁 要検討

特記事項

 

　RC造壁＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑧ Ⅺ（2）① 西側ブロック塀等 要検討

特記事項

  門柱がｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ6段積

□ 異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑨ 西側フェンス 要検討

特記事項

　　校門から北側

　RC造基礎＋ｽﾁｰﾙﾈｯﾄﾌｪﾝｽ



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり □

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果

外観 要検討

足久保小学校　外部

特記事項

　Ａ棟　東南面全景

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果

外観 要検討

　

特記事項

　Ｂ棟　西側外観

□ 異常あり □

　

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果

外観 要検討

特記事項

　Ｄ棟　南東側全景



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
② Ⅱ(2)① 照明器具　天井直付型 要検討

足久保小学校　A棟－１　Ｓ44

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
① Ⅰ(3)① 天井　在来/木下地 要検討

特記事項

　　2階　学習室

  在来木下地状況

特記事項

　　2階　学習室

　直付照明器具取付状況

　木製野縁受に緊結

□ 異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
③ Ⅶ(１)① 図掛取付状況

特記事項

　　2階　学習室

　図掛取付状況

　専用吊りﾎﾞﾙﾄで緊結

要検討



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり □

足久保小学校　A棟－２　Ｓ52

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
① Ⅰ(2)① 天井　在来/軽鉄下地 要検討

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
② Ⅱ(2)① 照明器具　天井直付型 要検討

特記事項

    1階　校長室

  端部に木製野縁があるため

  躯体から距離有り

特記事項

    1階　校長室

　直付照明器具取付状況

　専用吊りﾎﾞﾙﾄで緊結

□ 異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
③ Ⅶ(１)① ｴｱｺﾝ取付状況 要検討

特記事項

    1階　校長室

　ｴｱｺﾝ取付状況

　専用吊りﾎﾞﾙﾄで緊結



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり □

特記事項

　　1階　職員室

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
② Ⅰ(2)① 天井　在来/軽鉄下地 要検討

特記事項

　　1階　職員室

　ｴｱｺﾝ・照明器具等設置状況

足久保小学校　A棟－１　Ｓ44

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
① 天井裏点検状況 要検討

□ 異常あり □

特記事項

　　1階　職員室

　直付照明器具取付状況

　専用吊りﾎﾞﾙﾄで緊結

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
③ Ⅱ(2)① 照明器具　天井直付型 要検討



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり □

□ 異常あり □

特記事項

　機器はｺﾝｸﾘｰﾄ基礎に緊結

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑤ Ⅵ(2)① 空調屋外機 要検討

特記事項

　　1階　職員室

　ｴｱｺﾝ取付状況

　専用吊りﾎﾞﾙﾄで緊結

足久保小学校　A棟－１　Ｓ44

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
④ Ⅶ(1)① 天吊りｴｱｺﾝ 要検討

□ 異常あり □

特記事項

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果

要検討



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□ 異常あり ■

□ 異常あり □

足久保小学校　A棟－４　H1

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
① Ⅰ(2)① 天井下地不明点検口無し 要検討

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果

要検討

特記事項

    2階　コンピューター室

  天井点検口なし

特記事項

□ 異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
要検討

特記事項



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□異常あり ■

□異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
② Ⅱ(3)① 照明器具　天井埋込型 要検討

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
① Ⅰ(2)① 玄関　　天井　在来/軽鉄下地 要検討

特記事項

足久保小学校　B棟

    1階　玄関

  端部吊ﾎﾞﾙﾄが躯体と

  距離(340㎜)有り

特記事項

    1階　玄関

  埋込照明器具取付状況

  専用ボルトにて緊結

□異常あり □
指摘事項 点検項目 点検結果

③ Ⅵ(1-2)① 設備機器体育器具（ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ） 要検討

特記事項

    体育館

  吊下げﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ取付状況

  支持材に緊結

項目
番号



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□異常あり ■

□異常あり □
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑤ Ⅱ(1)① 体育館　照明器具　天井吊下げ型

特記事項

体育館

  吊下げ照明器具取付状況

  支持材に緊結

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
④ Ⅵ(1-2)① 設備機器体育器具（ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ）

特記事項

    体育館

  壁付ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ取付状況

  躯体に緊結されているかは

  未確認

要検討

要検討

足久保小学校　B棟

□異常あり ■⑥ 体育館内　放送機器(ｽﾋﾟｰｶｰ等)

特記事項

体育館　屋内運動場内

  ｽﾋﾟｰｶｰ・時計が躯体に緊結

　されているかは未確認

Ⅵ(1-1)① 要検討
項目

番号 指摘事項 点検項目 点検結果



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□異常あり □

□異常あり □

特記事項

    2階  音楽室

  直付照明器具は小屋梁に緊結

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
② Ⅱ(2)① 照明器具 要検討

特記事項

  全て木造にて建築

（外部・内部共）

足久保小学校　Ｄ棟

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
① Ｄ棟全景 要検討

□異常あり □

特記事項

    2階  音楽室

  ｴｱｺﾝが支持材に緊結

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
③ Ⅵ(1-1)① ｴｱｺﾝ 要検討



様式建－8 R04改訂

令和４年度　静岡市建築物等定期点検（非構造部材等） 関係写真
施設名

□異常あり □

□異常あり □

特記事項

    2階  倉庫

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑤ Ⅰ(3)① 天井　在来/木下地 要検討

特記事項

    2階  音楽室

  ｽﾋﾟｰｶｰが壁に緊結

足久保小学校　Ｄ棟

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
④ Ⅵ(1-1)① 放送機器(ｽﾋﾟｰｶｰ等) 要検討

□異常あり □

特記事項

    2階  倉庫

項目
番号 指摘事項 点検項目 点検結果
⑥ Ⅰ(3)① 天井　在来/木下地 要検討


